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退 任 教 区 長

新 任 教 区 長

各教区長のお名前は「宗務所だより」に掲載しています。
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通 常 所 会

議 長 第１６教区長 嵯峨宗一老師
副議長 第１８教区長 藤原徳義老師
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幹
線
道
路
に
大
型
の
観
光
バ
ス
の
列
が
目
に
つ
く

よ
う
に
な
る
と
夏
祭
り
の
季
節
の
到
来
を
実
感
致
し

ま
す
。
八
月
に
入
り
記
録
的
な
猛
暑
の
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
管
内
御
寺
院
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
御
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
七
月
二
十
四
日
、
参
与
、
所
会
議
員
諸
老
師

の
御
出
席
の
も
と
、
通
常
宗
務
所
会
が
開
催
さ
れ
、

上
程
の
案
件
す
べ
て
が
満
場
一
致
に
て
御
承
認
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

等
御
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
案
件
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
掲
載
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
有
難
く

存
じ
ま
す
が
、
昨
年
度
は
「
禅
と
梅
花
の
大
会
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
湯
沢
市
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た

中
央
・
県
南
地
区
梅
花
流
奉
詠
大
会
を
始
め
と
し
て

記
憶
に
残
る
事
業
の
多
い
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
役

職
員
交
替
の
年
で
も
あ
り
、
滞
り
な
く
職
務
の
引
継

ぎ
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
一
重
に
前
所

長
以
下
前
任
者
の
方
々
の
御
指
導
の
賜
物
と
改
め
て

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

四
月
か
ら
新
し
い
年
度
に
入
り
、
本
年
二
祖
様
六

五
〇
回
大
遠
忌
を
お
迎
え
す
る
大
本
山
總
持
寺
の
お

膝
元
で
の
開
催
と
な
っ
た
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
、

特
派
布
教
師
・
梅
花
特
派
師
範
の
巡
回
、
宗
務
所
護

持
会
総
会
を
兼
ね
た
岩
手
県
大
槌
町
へ
の
研
修
旅
行

等
行
事
が
続
き
ま
し
た
が
、
教
区
長
諸
老
師
、
県
内

御
寺
院
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
過
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
槌
町
で
は
、
昨
年
県
内

御
寺
院
様
の
浄
財
に
よ
り
建
立
致
し
ま
し
た
お
地
蔵

様
の
点
眼
法
要
も
お
勤
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
七
月
に
入
り
歓
喜
寺
様
を
会
場
に
お
借
り
し
て

の
現
職
研
修
会
、
梅
花
流
秋
田
県
六
〇
周
年
記
念
奉

詠
大
会
と
参
加
者
の
多
い
事
業
が
重
な
り
ま
し
た

が
、
関
係
各
位
の
御
尽
力
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
盛
会

裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

八
月
以
降
に
は
、
十
月
七
日
か
ら
の
大
本
山
永
平

寺
に
て
の
本
山
研
修
、
十
月
三
十
日
の
宗
務
所
・
禅

セ
ン
タ
ー
創
立
二
十
五
周
年
記
念
事
業
が
控
え
て
お

り
ま
す
。
記
念
事
業
は
節
目
の
年
に
相
応
し
い
も
の

に
な
る
よ
う
関
係
各
位
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な

が
ら
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
が
、
記
念
公
開
講
演

に
は
花
園
大
学
教
授
で
仏
教
学
者
と
し
て
御
活
躍
中

の
佐
々
木
閑
先
生
を
お
招
き
す
る
予
定
で
お
り
ま

す
。
昨
年
の
仏
教
講
座
に
続
い
て
の
講
演
と
な
り
ま

す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
御
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

本
年
は
戦
後
七
十
年
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。「
戦

後
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を
心
か

ら
念
願
す
る
と
と
も
に
、
管
内
御
寺
院
様
の
御
隆

昌
、
御
法
体
堅
固
を
切
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

（
八
月
七
日
記
）

決
算
所
会
を
終
え
て

秋
田
県
宗
務
所

所
長

越

姓

玄

悦
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平成２６年度 曹洞宗秋田県宗務所事業報告

人数

７８名

５５名
３９名

１，３２２名
８名

８９３名
３５名
９６７名
１７６名
５７６名

中止
８３名

７７名
５７名

３３名
３０名
７５名

１３名

２７名

備 考

予算報告 他

カミアリーナ
特派布教師３名
秋田県当番

特派師範３名

湯沢市文化会館

二ツ井町総合体育館

決算報告 他
盆休み

宗務所休務

梅花検定会（県北地区）四級師範・三級詠範・三級教範まで受検可

キャッスルホテル

梅花検定会（中央・県南地区）四級師範・三級詠範・三級教範まで受検可

新年号

開催場所

ビューホテル
宗務所

宗務所
宗務所
島根県
管内１８教場
ビューホテル
宗務所
管内１７教場
宗務所
湯沢市
歓喜寺
能代市
宗務所
管内寺院

未定
總持寺
秋田市

宗務所

秋田市
宗務所

宗務所

宗務所
宗務所
宗務所
宗務所

事 業 名

本部・人権主事・教化センター人権三者会議
寺族会総会
所報第１０８号発行
布教委員会・布教協議会
婦人会総会
梅花流全国奉詠大会
特派布教巡回
管区宗務所役職員人権啓発研修会
監査会
梅花特派巡回
宗務所護持会総会
禅と梅花の大会（中央・県南奉詠大会）
現職研修会
県北奉詠大会
通常所会（決算）
禅の集い
所報第１０９号発行
宗務所休務
徒弟研修会
本山研修会
宗務所長杯野球大会

寺族宗務所集会
禅センター記念日
禅センター設立集会（永年・寺族表彰式）
布教協議会

臨時所会
宗務所休務

所報第１１０号発行
宗務所梅花講役員会
諮問委員会
宗務所梅花講講長会
通常所会（予算）

２６ 年

１０日～１１日
１７日

９日
２３日

２８日～３１日
９日～１４日
１２日～１３日
１９日

１６日～２１日
２５日
１３日

１７日～１８日
２６日
２８日

８日～１８日
２０日～２１日
８日～１１日
１８日
２６日
１７日
１日
４日
１０日
１４日
２日

２７日～１月７日

２７ 年

２６日
２０日
２３日
２０日

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月
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曹洞宗秋田県宗務所・禅センター
平成２６年度 事業報告

【禅センター布教部・研修部・梅花部】

参加人数

１７名
２７名
２５名
２１名
３１名
２０名
５名
３７名
２０名
６名
３２名
４９名
１５名
２０名
３３名
３３名
２１名
３０名
１７０名
２１名
６名
１８名
２４名
２３名
２７名
２０名

事 業 名 ・ 備 考

梅花流講習会（～１５時）
梅花流講習会（～１５時）
布教師養成講座
梅花流講習会（～１５時）
宗務所講師等研修
梅花流講習会（～１５時）
写経会
仏教講座①（～１６時）
梅花流講習会（～１５時）
写経会
仏教講座②（～１６時）
宗務所長杯野球大会
研修会
梅花流講習会（～１５時）
仏教講座・野外研修
禅センター設立集会
梅花流講習会（～１５時）
研修会（布教協議会）
仏教講座・公開講座
梅花流講習会（～１５時）
写経会
仏教講座③（～１６時）
梅花流講習会（～１５時）
布教師養成講座
梅花流講習会（～１５時）
実務研修会

梅花部
梅花部
布教部
梅花部
梅花部
梅花部
布教部
布教部
梅花部
布教部
布教部

研修部
梅花部
布教部

梅花部
研修部
布教部
梅花部
布教部
布教部
梅花部
布教部
梅花部
研修部

開始時間

１０時３０分～
１０時３０分～
１０時～
１０時３０分～
１０時～
１０時３０分～
１０時３０分～
１３時～
１０時３０分～
１０時３０分～
１３時～
９時３０分～
１３時～
１０時３０分～
９時～
１７時～
１０時３０分～
１３時～
１３時～
１０時３０分～
１０時３０分～
１３時～
１０時３０分～
１４時～
１０時３０分～
１３時～

月 日

４月４日（金）
５月２日（金）
５月２７日（火）
６月５日（木）
６月１３日（金）
７月３日（木）
７月２３日（水）

〃
９月４日（木）
９月１２日（金）

〃
９月１８日（木）
９月２９日（月）
１０月３日（金）
１０月２３日（木）
１１月４日（火）
１１月７日（金）
１１月１０日（月）
１１月１４日（金）
１２月５日（金）
１２月８日（月）

〃
２月６日（金）
２月２６日（木）
３月６日（金）
３月１０日（火）

平成２６年

平成２７年

№

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
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平成２６年度 曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出決算書

一金 ５９，９６０，２９２円 平成２６年度歳入決算額

一金 ４８，９９２，５８１円 平成２６年度歳出決算額

一金 １０，９６７，７１１円 差引残額

（単位：円）

比 較 増 減

２，０５４，７８８
△８，９１２，９２３

１０，９６７，７１１

本年度決算額

５９，９６０，２９２
４８，９９２，５８１

１０，９６７，７１１

本年度予算額

５７，９０５，５０４
５７，９０５，５０４

０

歳 入 合 計
歳 出 合 計

差 引 残 額

歳入の部

説 明

格地＠１０，０００×２４ 法地＠５，０００×３１７
准法地＠２，０００×７
４４８，９５０点×８０円
大教師＠４２，０００×７名 権大教師＠３０，０００×５２名
正教師＠６，０００×１７４名
一等教師＠３，０００×１３１名（一等教師補１名含む）
二等教師＠２，０００×１３５名（二等教師補１名含む）

各種申請手数料 宗務所義財金 梅花義財金

本庁事業補助 事務補助 徒弟講習会補助
梅花補助 教化補助 現職講習会補助
管区集会 他

現職研修会受講料＠７，０００×１７６名
梅花検定料＠３，０００×１５２名
梅花奉詠大会参加料＠２，０００×７４２名
大遠忌局１，００９，６００ 預貯金受取利息 他

比較増減

△７１，９６０

０

△８０，９６０

９，０００

６０，３８０

６０，３８０
１，３７５，６９６

１，３７５，６９６

６９０，６７２

６９０，６７２

０

０

２，０５４，７８８

本年度決算額

４１，３１６，０００

１，８３９，０００

３５，９１６，０００

３，５６１，０００

２，４６０，３８０

２，４６０，３８０
２，０７５，６９６

２，０７５，６９６

４，４９０，６７２

４，４９０，６７２

９，６１７，５４４

９，６１７，５４４

５９，９６０，２９２

本年度予算額

４１，３８７，９６０

１，８３９，０００

３５，９９６，９６０

３，５５２，０００

２，４００，０００

２，４００，０００
７００，０００

７００，０００

３，８００，０００

３，８００，０００

９，６１７，５４４

９，６１７，５４４

５７，９０５，５０４

項 目

１．賦 課 金

１．寺 格 割

２．級 階 割

３．教 師 割

２．手 数 料

１．手 数 料
３．補 助 金

１．補 助 金

４．諸 収 入

１．諸 収 入

５．繰 越 金

１．繰 越 金

歳 入 合 計

款

第１１２号曹洞宗秋田県宗務所所報（７）平成２７年９月１日



歳出の部

説 明

＠７０，０００×６名×９ヶ月
＠７０，０００×５名×２ヶ月（９・１０月所長不在）
＠７０，０００×６名×１ヶ月（１１月所長・副所長不在）
＠７０，０００×２名×１２ヶ月

管区宗連 管区集会 教化センター 本庁
各種講演会 本山研修会 梅花流全国大会 他
４／１～１２／１０ 所長６，０００ 副所長８，０００
教化８，０００ 庶務６，０００ 梅花４，０００ 人権５，０００
田中書記３，０００ 明石書記３，０００
１２／１０～３／３１ 所長８，０００ 副所長７，０００
教化７，０００ 庶務８，０００ 梅花５，０００ 人権４，０００
明石書記３，０００ 佐藤書記８，０００
＠７０，０００×２×８名

書籍 事務機器 他
電話料 郵便料 配送料 他
封筒 賞状 宗務所条例 他
雑貨 事務用品 他
コピー機・電話機・ＯＡ機器リース料
フレッツジャパン月謝 等
宗務所所報３回発行

保険料 清掃費 浄化槽管理料 警備保障
除雪費 浄化槽ブロア交換 他
天徳寺様借地代
修繕費 他
電気 ガス 水道 灯油 他

所会３回
監査１回 諮問１回 災害対策協議会１回

現職研修７２４，６０２ 本山研修６２３，３８４
寺族集会９０，０００ 所長杯１５０，０００
予修法要（禅と梅花の大会）３００，０００
特派教場＠２０，０００×１８ 特派布教師送迎費２４３，１５０
宗務所布教師・会場補助２５０，０００
梅花特派教場補助＠２０，０００×１７教場
梅花全県奉詠大会（２会場）２，４７７，３０１
役員会・講長会３００，０００ 検定会８００，０００
師範会７００，０００ 一泊研修会１００，０００
特派師範送迎費２２４，４４０ 梅花養成所２００，０００ 他
布教委員会３００，０００ 布教協議会１９６，８３０

比較増減

△６９７，２８６

△２８０，０００

０
△１４０，０００

△４９９，２８６

２２２，０００

０
△１，３０５，８３５

△５６６，３２４
△１４６，４６３
△３４７，８９９
３，４５４

△９４，０１５

△１５４，５８８
１８４，９８６

２３５，２５５

０
△２４２，０００
１９１，７３１
△３９５，４１９

△２７２，４１９
△１２３，０００
△１，０５６，１４８

△５６２，０１４

△１４６，８５０

△３，２７０

△２４０，６５０

本年度決算額

１５，９４２，７１４

４，７６０，０００

１，６８０，０００
６０，０００

４，１００，７１４

４，２２２，０００

１，１２０，０００
３，０９４，１６５

８３，６７６
８５３，５３７
２５２，１０１
５０３，４５４

４５５，９８５

９４５，４１２
２，１８４，９８６

９３５，２５５

２５０，０００
１０８，０００
８９１，７３１
１，１０４，５８１

１，０２７，５８１
７７，０００

９，３２３，８５２

１，８８７，９８６

８５３，１５０

５，１９６，７３０

６３９，３５０

本年度予算額

１６，６４０，０００

５，０４０，０００

１，６８０，０００
２００，０００

４，６００，０００

４，０００，０００

１，１２０，０００
４，４００，０００

６５０，０００
１，０００，０００
６００，０００
５００，０００

５５０，０００

１，１００，０００
２，０００，０００

７００，０００

２５０，０００
３５０，０００
７００，０００

１，５００，０００

１，３００，０００
２００，０００

１０，３８０，０００

２，４５０，０００

１，０００，０００

５，２００，０００

８８０，０００

項 目

１．人 件 費

１．役職員手当

２．書記手当
３．傭 人 費

４．旅 費

５．費用弁償

６．期末手当
２．事 務 費

１．備 品 費
２．通 信 費
３．印 刷 費
４．消耗品費

５．リース料

６．広 報 費
３．管 理 費

１．維 持 費

２．地 代
３．営 繕 費
４．光 熱 費

４．会 議 費

１．所 会
２．委 員 会

５．事 業 費

１．事 業 費

２．布教伝道費

３．梅 花 費

４．教 化 費

款

平成２７年９月１日（８）曹洞宗秋田県宗務所所報第１１２号



説 明

禅の友年間購読料２８，８００
東北管区寺族会負担金２０，０００ 各種研修会 等
住職永年勤続５０年・６０年祝膳料 ５０年×３名
全国人権研修会５１，５４０ 書籍資料１２，０９６
管区人権啓発研修会５回３２３，０００ 他

総務部会議費 各委員会
仏教講座 写経会 布教師養成講座
各種研修会
梅花流講習会
備品 設立記念事業費 等

所費の１０％各教区へ
教区主催現職研修会・寺族研修会補助金
宗務所護持会７００，０００
管区集会７６１，０８０（管区補助）
教区寺院開催補助金
保護司２００，０００ 曹青会１，０００，０００ 寺族会３５０，０００
尼僧団１００，０００ 婦人会３００，０００ 教誨師６０，０００
布教師の会１００，０００

住職勤続・寺族表彰額縁代１９４，７２２
記念品代１２３，９００

結制・落慶 本葬 等 １５ヶ寺
両本山慶弔会 等
管内寺院住職・東堂・副住職１００，０００×１３名
寺族５０，０００×５名

３４８ヶ寺×＠３５０
全国所長会災害援護金３４８ヶ寺×＠１００
３４８ヶ寺×＠６００
３４８ヶ寺×＠５００

通常所会�
監査会� 諮問委員会� 災害対策協議会�

役職員・教区長退任記念品代
設備費・災害対策委員会援護金

比較増減

△６０，０００

△４３，３６４

△３４２，８１０

８，７５０
８，９７７

△２５４，１３４
△１２０，８２９
１４，４２６
６９３，６８０

△６８，４００
１，０００

７６１，０８０

０

０

１８，６２２

１８，６２２

△５１０，１００

△６０，０００
△１００

△４５０，０００

０

０

０
０

△５０，６３４

△５０，６３４
△５７，３７９

５９，２９８
△２５，０５３
△９１，６２４

△５，０２８，５０４

△２，０００，００
００

△３，０２８，５０４
０

△４６，３９６

本年度決算額

９０，０００

６５６，６３６

２，０５７，１９０

１５８，７５０
７０８，９７７
３４５，８６６
３２９，１７１
５１４，４２６
８，８５０，６８０

４，１３１，６００
３４８，０００

１，４６１，０８０

８００，０００

２，１１０，０００

３１８，６２２

３１８，６２２

１，８９０，０００

３４０，０００
０

１，５５０，０００

５３９，４００

１５６，６００

２０８，８００
１７４，０００
３４９，３６６

３４９，３６６
１，０９２，６２１

６５９，２９８
２４，９４７
４０８，３７６
２，０４０，０００

０
１，０４０，０００

０
１，０００，０００
５３，７０４

本年度予算額

１５０，０００

７００，０００

２，４００，０００

１５０，０００
７００，０００
６００，０００
４５０，０００
５００，０００

８，１５７，０００

４，２００，０００
３４７，０００

７００，０００

８００，０００

２，１１０，０００

３００，０００

３００，０００

２，４００，１００

４００，０００
１００

２，０００，０００

５３９，４００

１５６，６００

２０８，８００
１７４，０００
４００，０００

４００，０００
１，１５０，０００

６００，０００
５０，０００
５００，０００

７，０６８，５０４

２，０００，０００
１，０４０，０００
３，０２８，５０４
１，０００，０００
１００，０００

項 目

５．慰 問 費
６．人権擁護

推進費
６．禅センター事業費

１．会 議 費
２．布教部費
３．研修部費
４．梅花部費
５．運 用 費

７．補 助 費

１．事務補助
２．事業補助

３．所護持会補助

４．禅の集い

５．教化団補助

８．表 彰 費

１．表 彰 費

９．慶 弔 費

１．慶 弔 費
２．本山慶弔費

３．弔 慰 金

１０．負 担 金

１．全国所長会

２．布教助成費
３．管 区 費

１１．交 際 費

１．交 際 費
１２．食 糧 費

１．所会食糧費
２．委員会食費
３．所内食糧費

１３．財政調整費

１．災害見舞金
２．記念品代
３．財政調整金
４．基本金繰出金

１４．選 挙 費

款
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平成２６年度 曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出剰余金処分

歳 入 合 計 ５９，９６０，２９２円
歳 出 合 計 ４８，９９２，５８１円
差 引 残 高 １０，９６７，７１１円

上記剰余金を下記の通り処分する。
記

金 １０，９６７，７１１円を平成２７年度会計に繰り入れる。
以 上

平成２７年度 曹洞宗秋田県宗務所補正予算

歳入の部 （単位：円）

説 明

前年度繰越金

現計予算額

１０，９６７，７１１

１０，９６７，７１１

５８，９３４，６７１

補正予算額

２，４８４，６７１

２，４８４，６７１

２，４８４，６７１

当初予算額

８，４８３，０４０

８，４８３，０４０

５６，４５０，０００

項 目

５．繰 越 金

１．繰 越 金

歳 入 合 計

歳出の部

説 明

玄関ポーチ修繕
昨年度決算額より

現計予算額

２，８５０，０００

１，０００，０００
９００，０００

８，２８４，６７１

４，５３４，６７１

５８，９３４，６７１

補正予算額

４００，０００

３００，０００
１００，０００
２，０８４，６７１

２，０８４，６７１

２，４８４，６７１

当初予算額

２，４５０，０００

７００，０００
８００，０００

６，２００，０００

２，４５０，０００

５６，４５０，０００

項 目

３．管 理 費

３．営 繕 費
４．光 熱 費

１３．財政調整費

３．財政調整金

歳 出 合 計

説 明

通信費 立会人費用弁償
通信費

町内会費 新聞購読料 置き薬 他

比較増減

△１００
△４，４４６
△４１，８５０
△１９，７００

△１９，７００
△３００，０００

△３００，０００

△８，９１２，９２３

本年度決算額

０
４５，５５４
８，１５０

１５０，７００

１５０，７００
０

０

４８，９９２，５８１

本年度予算額

１００
５０，０００
５０，０００
１７０，４００

１７０，４００
３００，０００

３００，０００

５７，９０５，５０４

項 目

１．副 貫 首
２．宗務所長
３．宗会議員

１５．雑 費

１．雑 費
１６．予 備 費

１．予 備 費

歳 出 合 計

款

比 較 増 減

△８，９１２，９２３

本年度決算額

４８，９９２，５８１

本年度予算額

５７，９０５，５０４歳 出 合 計

平成２７年９月１日（１０）曹洞宗秋田県宗務所所報第１１２号



平成２６年度 東北管区事業報告

人数

５９名
２８名

備 考

ビューホテル
つなぎ温泉
ビューホテル
メルパルク仙台
モントレ仙台
松島 大観荘
磐梯熱海ホテル華の湯
秋保
八戸市公会堂

メルパルク仙台
メルパルク仙台

開催担当

秋田県
岩手県
秋田県
宮城県
教化センター
宮城県
福島県
教化センター
青森県
教化センター
教化センター
宮城県

教化センター
教化センター
教化センター

事 業 名

本部・人権主事・教化センター人権三者会議
管区宗務所連絡協議会
管区宗務所役職員人権啓発研修会
青少年教化指導者研修会・布教師特設検定
第４３回教化フォーラム・東北管区寺族会研修会
管区集会 大遠忌予修法要併催
管区婦人会研修会
教化活動企画委員会
禅を聞く会
教化活動推進委員会
第４４回教化フォーラム
管区布教講習会
宗議・宗務所連絡協議会

人権主事協議会委員会
教化活動企画委員会
教化活動推進委員会

２６ 年

１０日～１１日
２１日～２２日
１２日～１３日
１日～２日
４日

１０日～１１日
１７日～１８日
７日
１７日
２８日
１０日

２５日～２６日
１６日

２７ 年

２日
１９日

４月
５月
６月

７月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

平成２６年度 宗務所基本金積立会計報告

（将来の宗務所改築のための積立）

付 記

預金利息

積立金 １５，５５２，１４４円 次年度へ繰越

金 額

１４，５４９，７００
１，０００，０００
２，４４４

１５，５５２，１４４

項 目

前年度繰越額
一般会計繰入金
雑 収

合 計

第１１２号曹洞宗秋田県宗務所所報（１１）平成２７年９月１日
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が
、こ
れ
が
克
服
は
容
易
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。宗

務
所
長
老
師
は
じ
め
各
教
区
護
持
会
長
の
皆
様
の
お

力
を
お
借
り
し
て
出
来
る
こ
と
に
一
つ
一
つ
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
・

ご
協
力
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
護
持
会
長
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
報
告
を
兼
ね
て
主
な
行
事
を

振
り
返
り
、
皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

最
大
の
行
事
は
大
本
山
総
持
寺
二
祖
峨
山
禅
師
様

の
６５０
回
大
遠
忌
予
習
法
要
が
昨
年
７
月
１０
日
、
大
本

山
總
持
寺
紫
雲
臺
猊
下
ご
出
席
の
も
と
松
島
大
観
荘

に
於
い
て
営
ま
れ
た
こ
と
で
し
た
。
盛
大
な
法
要
は

荘
厳
そ
の
も
の
で
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
き
な

感
動
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
４
月
２３
日
に
は
宗
門
護
持
会
評
議
員
会
が
東

京
の
檀
信
徒
会
館
で
行
わ
れ
越
姓
所
長
老
師
と
共
に

初
参
加
し
、
宗
門
と
し
て
の
大
き
な
考
え
方
・
方
向

性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
翌
２４
日
に

は
大
本
山
總
持
寺
で
の
二
祖
峨
山
禅
師
様
の
６５０
回
大

遠
忌
予
習
法
要
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

秋
田
県
宗
務
所
の
恒
例
行
事
「
檀
信
徒
大
本
山
研

修
会
」
は
昨
年
９
月
８
日
か
ら
大
本
山
總
持
寺
で
８３

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
薬
石
、
法

話
、
坐
禅
で
開
枕
。
翌
朝
大
祖
堂
の
お
務
め
で
は
大

悲
心
陀
羅
尼
の
有
名
な
「
真
読
」
を
体
験
、
蛍
峨
両

尊
法
会
に
も
参
加
で
き
た
こ
と
は
有
難
い
機
会
で
し

た
。
そ
の
上
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
先
祖
供
養
ま
で
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
で
し
た
。
そ
の

後
関
東
の
霊
場
大
雄
山
最
乗
寺
参
拝
、
熱
海
Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館
見
学
後
稲
取
泊
。
翌
日
は
箱
根
、
仙
石
原
を

通
り
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
富
士
山
の
５
合
目
ま

で
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
で
登
り
富
士
の
雄
姿
に
触
れ
山
中

湖
畔
泊
。
最
終
日
は
麓
の
湧
水
群
を
見
学
し
た
後
帰

路
に
。
心
を
許
し
あ
え
る
同
じ
宗
門
の
仲
間
と
の
交

流
・
観
光
は
と
て
も
得
難
い
有
意
義
な
機
会
で
し

た
。
今
年
は
大
本
山
永
平
寺
研
修
で
そ
の
後
の
京
都

国
立
博
物
館
や
有
名
寺
院
の
見
学
も
あ
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

今
年
の
秋
田
県
宗
務
所
護
持
会
定
期
集
会
で
は
宗

務
所
の
お
計
ら
い
で
東
北
大
震
災
慰
霊
地
蔵
尊
像
開

眼
法
要
を
６
月
２５
日
現
地
岩
手
県
大
槌
町
旧
庁
舎
前

で
執
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
除
幕
式
は
昨
年

８
月
３
日
行
わ
れ
て
お
り
、
開
眼
供
養
は
前
宗
務
所

長
佐
々
木
正
悦
老
師
の
悲
願
で
も
あ
り
ま
し
た
が
宗

議
会
出
席
の
た
め
参
加
出
来
ず
残
念
な
こ
と
で
し

た
。
新
所
長
の
越
姓
玄
悦
老
師
の
下
、
各
教
区
長
老

師
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
各
教
区
護
持
会
長
が
参
列

し
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。
地
元
江
岸
寺
住
職
の
大

萱
生
良
寛
老
師
も
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
母

親
も
ご
子
息
の
副
住
職
ま
で
も
津
波
で
失
わ
れ
た
中

で
復
興
に
奔
走
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
生
々
し
い
お

話
に
私
ど
も
参
加
者
は
激
し
く
胸
を
打
た
れ
ま
し

た
。
風
光
明
媚
な
浪
板
海
岸
の
三
陸
花
ホ
テ
ル
「
は

ま
ぎ
く
」
泊
。
総
会
で
は
平
成
２６
年
度
の
会
務
報
告

並
び
に
決
算
の
承
認
、
平
成
２７
年
度
の
事
業
計
画
案

並
び
に
予
算
案
は
異
議
な
く
に
承
認
さ
れ
、
新
役
員

も
全
員
が
留
任
と
言
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
護

持
会
活
性
化
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
発
言
に
、
宗
務

所
長
、
教
化
主
事
さ
ん
か
ら
前
向
き
の
発
言
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
活
発
な
護
持
会
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
し
た
。

宗
務
所
護
持
会
長
再
任
に
当
た
っ
て

曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所

護
持
会
長

大

淵

宏

道
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翌
日
は
被
災
し
た
大
槌
町
の
状
況
を
「
語
り
部
」

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
の
視
察
。
尚
残
る
当
時
の
津

波
の
凄
ま
じ
さ
の
傷
跡
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら

れ
、
又
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
堤
防
工
事
や
住
宅

地
の
嵩
上
げ
工
事
な
ど
桁
違
い
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
度
胆
を
抜
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の
復
興
の
厳
し
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
お
地
蔵
さ
ん
が
被
災

地
の
皆
さ
ん
の
さ
さ
や
か
な
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
祈
り
ま
し
た
。
次
に
被
災
か
ら
立
ち

上
が
り
見
事
新
し
い
お
寺
を
建
立
さ
れ
、
地
域
の

人
々
の
精
神
的
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
釜
石
の
常
楽

寺
を
視
察
し
ま
し
た
。
立
派
に
完
成
し
た
本
堂
に
立

ち
、
振
り
返
っ
て
青
く
静
か
な
三
陸
の
海
を
眺
め
な

が
ら
、
今
更
な
が
ら
仏
の
教
え
の
大
き
さ
、
有
難
さ

に
感
じ
入
っ
た
こ
と
で
し
た
。
今
回
の
定
期
集
会
は

実
に
意
義
深
い
、
中
身
の
濃
い
集
会
で
し
た
。
被
災

者
の
鎮
魂
の
み
な
ら
ず
、
各
教
区
長
や
護
持
会
長
が

み
ん
な
で
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
意
見
交
換
が
で
き
、

お
互
い
の
心
の
触
れ
合
い
を
実
感
す
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
越
姓
宗
務
所
長
老
師
は
じ

め
、
宗
務
所
の
皆
さ
ん
の
い
つ
も
な
が
ら
の
ご
配

慮
、
ご
苦
労
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
２
年
間
、
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て

一
緒
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地蔵尊像開眼法要にて

完成した常楽寺本堂大槌町旧庁舎前にて護持会総会
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今
年
の
梅
雨
は
例
年
に
な
い
空
梅
雨
か
と
思
い
き

や
、
予
期
せ
ぬ
集
中
豪
雨
に
見
ま
わ
れ
る
不
安
定
な

天
候
に
な
り
、
新
聞
記
事
に
よ
る
と
、
野
菜
の
収
穫

量
が
減
る
事
に
よ
っ
て
価
格
の
高
騰
が
予
想
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
御
檀
家
さ
ん
か
ら
頂
戴
す
る
野
菜
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
喜
び
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

時
節
と
な
り
ま
し
た
。

県
内
御
寺
院
諸
老
師
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

ご
清
祥
の
事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

は
秋
曹
青
の
活
動
に
対
し
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
よ
り
鈴
木
泰
賢
前
会
長
の
後
任
と
し
て
、

秋
曹
青
会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
、
第
七
教
区
長
泉

寺
住
職
、
中
村
卓
道
と
申
し
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
副
会
長
の
任
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、副
会
長
就
任
の
打
診
を
受
け
た
際
は「
任

�

�

�

�

に
当
た
っ
て
他
に
譲
り
た
し
」
と
い
う
の
が
本
音
で

し
た
。
し
か
し
、
二
年
間
副
会
長
と
し
て
秋
曹
青
の

活
動
に
携
わ
り
、
会
員
諸
師
と
共
に
研
鑽
を
重
ね
る

う
ち
に
、次
第
に「
任
に
当
た
っ
て
他
に
譲
り
難
し
」

と
い
う
気
持
ち
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
当
会

は
現
在
百
四
十
名
の
会
員
を
有
し
て
お
り
、
多
才
な

人
材
が
数
多
く
い
る
中
で
、
愚
生
が
会
長
の
任
に
当

た
る
と
は
考
え
て
も
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
縁

が
あ
り
お
声
掛
け
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
、
歴
代
会
長
諸
師
の
力
に
は
及
ば
ず
と
も
、
背
伸

び
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
な
り
の
秋
曹
青
を
築
い
て

い
け
た
ら
と
思
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

幸
運
に
も
副
会
長
、
事
務
局
長
、
各
部
長
は
じ
め

有
能
な
ス
タ
ッ
フ
に
恵
ま
れ
た
お
陰
で
、
平
穏
な
船

出
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

二
年
間
と
い
う
任
期
の
中
で
、
何
が
出
来
る
の

か
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
ま
だ
不
安
な
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
が
、
宗
務
所
様
と
の
連
繋
を
密
に
し
、

秋
曹
青
に
出
来
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
な
り
と
ご
協
力

申
し
上
げ
、
宗
務
所
様
と
共
に
秋
田
県
曹
洞
宗
全
体

を
盛
り
上
げ
て
い
け
ま
し
た
ら
、
こ
の
上
な
い
喜
び

で
す
。

今
現
在
、
ま
だ
仮
の
段
階
で
す
が
、
曹
洞
宗
東
北

管
区
セ
ン
タ
ー
設
立
四
十
周
年
記
念
事
業
と
致
し
ま

し
て
「（
仮
）
結
集
の
道
」
と
い
う
企
画
へ
の
協
力

要
請
が
宗
務
所
様
よ
り
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
五
年
を
迎
え
る
明
年
、
東
北
管
区
内
の
宗

務
所
が
心
を
持
ち
寄
り
、
被
災
地
へ
の
行
脚
を
通
し

て
結
集
し
、
心
を
一
つ
に
し
て
東
北
の
力
強
い
未
来

へ
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
い
う
主
旨
の
企
画

だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
長
距
離
の
行
脚
が
予
想
さ

れ
る
こ
の
企
画
、
体
力
的
な
面
を
考
慮
し
ま
す
と
、

ま
さ
に
青
年
会
に
と
っ
て
は
う
っ
て
つ
け
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
然
る
べ
き
時
に
備
え
て
、
体
力
を
蓄

え
な
け
れ
ば
と
密
か
に
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
未
熟
者
が
会
長
と

し
て
二
年
間
を
務
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
よ
う
、
ご

指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

任
に
当
た
っ
て

秋
田
県
曹
洞
宗
青
年
会
会
長

中

村

卓

道
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こ
の
度
、
平
成
２７
年
度
の
特
派
布
教
巡

回
の
ご
縁
を
賜
り
、
秋
田
県
南
部
を
担
当

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

貴
県
に
は
、
昨
年
度
、
県
北
を
巡
回
さ

せ
て
頂
き
、
引
き
続
き
ま
し
て
、
二
度
目

の
巡
回
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
何
か

し
ら
、
ご
当
地
の
皆
様
に
愛
着
を
感
じ
な

が
ら
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

各
教
場
で
は
、
教
場
主
老
師
様
、
教
区

長
老
師
様
、
教
区
内
ご
寺
院
様
、
ご
寺
族

様
、
役
員
の
皆
様
が
、
余
念
な
く
諸
準
備

に
当
た
っ
て
お
ら
れ
、
特
派
布
教
の
開
催

に
際
し
、
檀
信
徒
の
皆
様
へ
の
お
声
掛
け

な
ど
、
大
変
な
ご
苦
労
も
お
あ
り
で
あ
っ

た
事
と
拝
察
申
し
上
げ
、
特
派
布
教
の
重

責
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
場
に

お
き
ま
し
て
、
ご
丁
重
な
お
迎
え
を
し
て

頂
き
、
法
話
で
は
、
熱
心
に
聞
法
さ
れ
る

皆
様
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
非
力
な
が
ら

も
、
管
長
様
の
お
こ
と
ば
を
、
お
伝
え
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の

ご
助
法
ご
法
愛
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

今
年
度
は
「
布
施
」
の
み
教
え
を
相
承

す
る
こ
と
を
中
心
に
ご
法
話
を
申
し
上
げ

ま
し
た
。

「
布
施
」
の
例
話
と
し
て
、
先
の
東
日

本
大
震
災
の
体
験
談
を
も
と
に
、
被
災
さ

れ
た
方
々
が
、
辛
く
苦
し
い
状
況
に
あ
り

な
が
ら
も
、お
互
い
を
励
ま
し
、助
け
合
っ

た
樣
子
を
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

大
震
災
の
現
状
を
、
ま
る
で
我
が
こ
と
の

よ
う
に
、
真
剣
に
お
聞
き
頂
い
て
い
る
聴

衆
の
皆
様
の
お
姿
に
、
話
を
し
て
い
る
自

分
の
方
が
涙
す
る
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

震
災
か
ら
四
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。今
な
お
、お
心
を
寄
せ
て
下
さ
っ

て
い
る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

に
、
改
め
て
、
心
強
く
有
難
く
思
う
の
で

あ
り
ま
す
。

「
と
も
に
願
い

と
も
に
寄
り
添
い

と
も
に
歩
む
」
そ
れ
が
布
施
の
菩
薩
行
の

お
姿
で
あ
る
の
だ
と
信
じ
ま
す
。

結
び
に
、
今
般
の
特
派
布
教
巡
回
に
際

し
、
多
大
な
る
お
力
添
え
と
、
ご
高
配
を

賜
り
ま
し
た
、
秋
田
県
宗
務
所
所
長
老
師

様
は
じ
め
役
職
員
諸
老
師
様
、
教
区
長
老

師
様
方
、
教
場
主
諸
老
師
様
方
、
ご
山
内

の
皆
様
、
護
持
会
役
員
の
皆
様
、
関
係
各

位
の
皆
様
、
そ
し
て
、
聞
法
の
集
い
に
ご

参
加
を
賜
り
ま
し
た
多
く
の
皆
様
方
に
、

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
々
様
の
、
よ
り
一
層
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

■

茨
城
県

高
雲
寺
住
職

米
澤
智
秀
老
師

■

愛
知
県

新
蔵
寺
住
職

竹
川
正
悟
老
師

教
区

月

日

教

場

１７
教
区

６
月
５
日
�

向
川
寺

１６
教
区

６
月
６
日
�

重
福
寺

１５
教
区

６
月
７
日
�

東
光
寺

６
教
区

６
月
８
日
�

善
福
寺

５
教
区

６
月
９
日
�

東
山
寺

８
教
区

６
月
１０
日
�

雲
巌
寺

教
区

月

日

教

場

１０
教
区

６
月
５
日
�

龍
淵
寺

１１
教
区

６
月
６
日
�

長
泉
寺

１８
教
区

６
月
７
日
�

龍
泉
寺

９
教
区

６
月
８
日
�

鳳
来
院

２
教
区

６
月
９
日
�

自
性
院

１４
教
区

６
月
１０
日
�

秀
泉
寺

教
区

月

日

教

場

１
教
区

６
月
５
日
�

陽
澤
院

７
教
区

６
月
６
日
�

長
泉
寺

１３
教
区

６
月
７
日
�

洞
泉
寺

３
教
区

６
月
８
日
�

慈
音
寺

４
教
区

６
月
９
日
�

長
禅
寺

１２
教
区

６
月
１０
日
�

圓
通
寺

特特
派派
布布
教教
師師
かか
らら
のの
おお
便便
りり

「
布
施
」
の
み
教
え
を
相
承
す
る

宮
城
県
石
巻
市

広
渕
寺
住
職

奥
野

昭
典
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「
紫
陽
花
の
花
が
色
深
め
る
季
節
、

よ
う
こ
そ
秋
田
県
へ
」

機
内
か
ら
着
陸
を
告
げ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス

が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
外
に
出
る
と
清
々

し
い
風
が
私
を
迎
え
て
く
れ
、
嬉
し
さ
と

緊
張
の
混
在
す
る
高
揚
感
の
中
、
私
は
秋

田
空
港
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
度
ご
縁
を
賜
り
、
御
地
宗
務
所
を

梅
花
流
特
派
巡
回
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

私
は
特
派
師
範
を
拝
命
し
て
今
年
で
三
年

目
で
す
が
、
い
ず
こ
の
任
地
に
赴
く
時

も
、
期
待
と
不
安
が
募
っ
て
の
移
動
で

す
。
巡
回
先
に
て
お
会
い
す
る
方
丈
様
や

ご
寺
族
様
、
そ
し
て
梅
花
講
員
の
皆
様
と

結
ぶ
�
あ
り
が
た
い
法
縁
�
の
場
を
、
如

何
に
し
て
共
に
過
ご
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
か
…
と
。

今
回
私
の
担
当
さ
せ
て
戴
い
た
会
場

は
、
二
教
区
様
、
十
教
区
様
、
十
八
教
区

様
（
二
会
場
）、
十
一
教
区
様
、
主
に
県

北
の
五
会
場
を
巡
回
致
し
ま
し
た
。
七
月

に
開
催
さ
れ
る
「
秋
田
全
県
大
会
」
の
課

題
曲
を
中
心
に
、
留
意
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
講
員
さ
ん
が
沢
山
お
唱
え
で
き
る
よ

う
に
時
間
配
分
に
気
を
付
け
、
梅
花
流
詠

讃
歌
の
楽
し
さ
や
鈴
の
響
き
に
法
悦
を
感

じ
る
事
の
出
来
る
様
な
講
習
を
心
が
け
ま

し
た
。

私
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
る

講
員
さ
ん
、
ま
た
一
心
に
お
唱
え
す
る
講

員
さ
ん
、
そ
の
お
姿
が
、
伊
豆
に
帰
っ
た

私
の
心
の
中
に
今
で
も
し
っ
か
り
残
っ
て

い
ま
す
。
心
が
和
む
優
し
い
笑
顔
に
い
っ

ぱ
い
出
会
え
ま
し
た
。
少
し
な
ま
り
を
含

ん
だ
温
か
い
お
言
葉
も
沢
山
戴
き
ま
し

た
。
有
難
い
ご
縁
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

梅
花
は
、
合
唱
に
始
ま
り
合
掌
に
終
わ

り
ま
す
。
詠
讃
歌
に
真
心
を
添
え
る
為

に
、
そ
し
て
ご
先
祖
様
の
ご
供
養
の
為

に
、
そ
し
て
私
達
が
勇
気
と
希
望
を
持
っ

て
明
日
を
迎
え
る
為
に
、
私
た
ち
は
手
を

合
わ
せ
て
お
唱
え
を
し
ま
す
。「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
ご
詠
歌
を
お
唱
え
し
て
い
た

ね
。」「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
仏
壇
に
お
参

り
し
て
い
た
ね
。」あ
な
た
の
ご
家
族
は
、

あ
な
た
が
合
掌
さ
れ
る
お
姿
を
、
き
っ
と

忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

今
年
は
大
本
山
總
持
寺
二
祖
峨
山
韶
碩

禅
師
の
六
百
五
十
回
大
遠
忌
の
年
で
す
。

曹
洞
宗
は
「
相
承
」
を
テ
ー
マ
に
布
教
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
相
承
と
は
瑩
山
禅
師

か
ら
峨
山
禅
師
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

教
え
�
心
を
次
代
に
伝
え
て
い
く
�
と
い

う
姿
で
す
。
今
度
は
皆
様
の
�
合
掌
す
る

姿
�
を
子
供
た
ち
に
�
相
承
�
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
辛
い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、

苦
し
い
と
き
、
否
、
嬉
し
い
と
き
も
自
然

に
手
を
合
わ
せ
る
、
そ
ん
な
家
庭
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

こ
の
巡
回
を
経
て
、
私
が
皆
様
か
ら
戴

い
た
�
み
ち
の
く
の
心
�
を
成
長
の
糧
と

し
て
、
共
に
合
掌
し
梅
花
流
の
道
に
邁
進

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
多
大
な
る
ご
尽
力
を
戴
き
ま

し
た
宗
務
所
長
様
を
始
め
、
会
場
主
様
、

教
区
長
様
、
諸
老
師
各
位
、
師
範
詠
範
の

諸
先
生
、
そ
し
て
梅
花
講
員
の
皆
様
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら

秋
田
県
宗
務
所
管
内
皆
様
の
益
々
の
詠
道

精
進
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
御
礼
の
お
便
り

と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

合
掌

教
区

月

日

教

場

２
教
区

６
月
１５
日
�

陽
廣
寺

１０
教
区

６
月
１６
日
�

浄
福
寺

１８
教
区

６
月
１７
日
�

永
安
寺

１８
教
区

６
月
１８
日
�

洞
雲
寺

１１
教
区

６
月
１９
日
�

長
福
寺

梅梅
花花
特特
派派
師師
範範
かか
らら
のの
おお
便便
りり

あ
り
が
と
う
�
み
ち
の
く
の
心
�
を

静
岡
県
明
応
寺
住
職

稲
井

弘
純
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今
年
四
月
、
江
川
管
長
猊
下
よ
り
初
め

て
梅
花
流
特
派
師
範
の
辞
令
を
賜
り
、
御

法
縁
を
頂
戴
し
て
秋
田
県
宗
務
所
様
管
内

を
巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
巡
回
と
い
う
事
も
あ
り
、
緊
張
と
不

安
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
、

出
発
前
の
準
備
段
階
で
、
已
に
私
の
心
は

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
到
着
早
々
師
範
会
の
皆
さ
ま
か
ら

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、
翌
日
の
養
成

所
で
は
師
範
・
詠
範
の
皆
さ
ま
が
、
未
熟

な
私
の
講
習
に
も
か
か
わ
ら
ず
熱
心
に
真

剣
な
眼
差
し
で
受
講
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
緊
張
感
も
不
安
感
も

や
わ
ら
ぎ
、
各
教
区
さ
ま
の
巡
回
に
臨
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

翌
日
、
一
教
区
教
場
の
歓
喜
寺
様
で

は
、
通
し
て
い
た
だ
い
た
控
室
の
床
の
間

に
、
私
の
師
で
も
あ
り
ま
す
丹
羽
禅
師
さ

ま
の
「
獅
子
吼
」
の
お
軸
が
掛
け
ら
れ
て

お
り
、
初
め
て
の
巡
回
教
場
で
「
し
っ
か

り
や
り
な
さ
い
」
と
励
ま
し
の
声
を
聞
い

た
よ
う
で
、
忝
な
く
も
有
難
く
、
胸
が
震

え
る
想
い
で
し
た
。

ど
の
会
場
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
も
、
笑
顔
で
お
迎
え
い
た
だ
き
、
未
熟

な
講
習
に
も
か
か
わ
ら
ず
真
剣
に
、
時
に

笑
顔
で
聞
い
て
い
た
だ
き
、
元
気
な
声
で

共
に
お
唱
え
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
何
と
も
言
え
な
い
一
体
感

が
生
ま
れ
、
ま
さ
に
如
来
様
に
包
ま
れ
て

い
る
よ
う
な
不
思
議
な
心
地
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

丹
羽
禅
師
様
は
詠
讃
歌
を
「
あ
れ
は
如

来
さ
ま
の
声
だ
よ
。」と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
秋
田
県
宗
務
所
様

の
巡
回
は
、
一
会
場
一
会
場
す
べ
て
の
講

習
が
、
ま
さ
に
「
如
来
さ
ま
の
声
」
に
包

ま
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
普
段
か
ら
の
方
丈

様
、
ご
寺
族
様
と
お
檀
家
様
方
の
深
く
強

い
結
び
つ
き
が
無
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

雰
囲
気
は
つ
く
れ
な
い
も
の
と
思
い
ま

す
。又

、
中
に
は
初
心
の
方
に
も
詠
讃
歌
に

触
れ
て
欲
し
い
と
、
法
具
を
持
っ
た
こ
と

の
無
い
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
教
区
様

も
あ
り
、「
初
め
て
の
方
に
も
詠
讃
歌
が

楽
し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
そ
れ
で
良

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
る
方
丈
様
も

お
ら
れ
、
法
具
を
持
た
な
い
講
習
も
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽
し
い
と
感
じ
る

所
か
ら
種
ま
き
を
し
て
ゆ
く
工
夫
も
大
切

だ
な
、
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。「

初
め
て
の
巡
回
地
は
何
年
経
っ
て
も

忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
」
と
先
輩
師
範
の

皆
さ
ま
が
申
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
私
に

と
っ
て
秋
田
県
宗
務
所
様
は
本
当
に
忘
れ

ら
れ
な
い
聖
地
と
な
り
ま
し
た
。
お
世
話

に
な
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

今
回
の
巡
回
の
初
め
、
私
に
と
っ
て
暗

示
的
な
「
絵
」
と
出
合
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
僧
侶
が
鈴
を
持
ち
、
他
の
巡
礼
者
は

白
装
束
で
お
参
り
し
て
い
る
様
子
を
表
し

た
版
画
で
す
。
そ
の
白
装
束
姿
は
、
亡
き

祖
母
が
、
檀
信
徒
講
員
さ
ん
と
思
し
き

方
々
と
一
緒
に
写
っ
て
い
る
写
真
と
似
て

い
ま
し
た
。
今
か
ら
五
〇
年
以
上
も
前
の

写
真
で
す
の
で
、
梅
花
講
と
し
て
撮
影
さ

れ
た
も
の
な
の
で
す
が
、
梅
花
服
で
は
な

く
、
ま
さ
に
巡
礼
者
と
い
う
装
束
で
し

た
。
な
ぜ
そ
う
い
う
姿
だ
っ
た
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
私
の
教
区
に
は
、
江
戸
中

期
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
霊
場
巡
礼

が
当
時
も
盛
ん
だ
っ
た
ら
し
く
、
梅
花
流

が
始
ま
る
前
に
御
詠
歌
と
し
て
親
し
ん
だ

大
和
流
か
金
剛
流
の
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
恐
ら
く
、
慰
霊
の
為

か
、
誓
願
を
保
つ
為
か
、
あ
る
い
は
困
難

を
乗
り
越
え
ら
れ
た
お
礼
の
為
か
、
お
参

り
に
出
発
す
る
時
の
記
念
写
真
な
の
で

し
ょ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
巡
礼
へ
の
決
意

を
感
じ
さ
せ
る
姿
で
す
。
そ
れ
は
ま
る

で
、
私
に
と
っ
て
今
回
の
巡
礼
は
、
東
日

教
区

月

日

教

場

師
範
詠
範
指

導
者
養
成
所

６
月
１５
日
�

秋
田
県
宗
務
所

１
教
区

６
月
１６
日
�

歓
喜
寺

７
・
８
・
１７
教
区

６
月
１７
日
�

太
寧
寺

１３
教
区

６
月
１８
日
�

龍
門
寺

９
教
区

６
月
１９
日
�

梅
林
寺

９
教
区

６
月
２０
日
�

安
宗
寺

確
か
に
聞
い
た�
如
来
さ
ま
の
声
�

山
形
県
長
泉
院

石
川

茂
稔

秋
田
巡
回
を
終
え
て

宮
殿
寺
副
住
職

永
松

隆
賢
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本
大
震
災
の
困
難
な
時
を
支
え
る
た
め
、

大
変
な
思
い
で
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
秋

田
県
の
皆
さ
ま
へ
の
、
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
た
、
巡
礼
の
よ
う
な
気
持
ち
で
巡
回

し
な
さ
い
と
示
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

も
っ
と
も
、
巡
回
が
秋
田
県
と
決
ま
っ

た
時
点
で
、
他
と
は
違
う
覚
悟
は
持
ち
ま

し
た
。
そ
れ
は
や
は
り
あ
の
時
支
え
ら
れ

た
、
と
い
う
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。

聊
か
緊
張
も
あ
り
ま
し
た
が

初
日
の

宗
務
所
で
の
講
習
は
、
師
範
、
詠
範
の
皆

さ
ま
が
受
講
者
で
し
た
。
大
勢
の
方
に
お

出
で
頂
き
、
秋
田
県
の
梅
花
流
を
支
え
る

力
強
さ
を
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
、
例
年
に
無
い
暑
さ
の
中
、

各
教
区
の
巡
回
が
始
ま
り
ま
し
た
。
各
会

場
で
は
大
勢
の
檀
信
徒
講
員
さ
ん
や
、
教

区
梅
花
講
を
ご
指
導
さ
れ
て
い
る
師
範
、

詠
範
み
な
さ
ま
も
一
緒
に
受
講
さ
れ
ま
し

た
。
上
級
者
が
初
心
者
を
気
遣
っ
た
り
、

ま
た
、
疑
問
点
を
積
極
的
に
尋
ね
た
り

と
、
全
員
が
一
体
と
な
っ
て
講
習
に
臨
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
皆
さ
ん
一
緒
に

お
唱
え
し
た
時
の
お
声
が
、
そ
れ
ぞ
れ
味

わ
い
が
あ
り
、
心
地
良
か
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
の
味
わ
い
深
さ
は
、
一
緒
に
生
活

し
、
同
じ
山
を
見
て
、
同
じ
空
を
見
て
、

同
じ
雨
、
同
じ
雪
と
向
き
合
う
仲
間
同
士

だ
か
ら
こ
そ
醸
し
出
せ
る
風
景
の
よ
う
な

も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
講
員
と
し
て
お
互

い
の
存
在
が
、
掛
替
え
の
な
い
も
の
と
認

め
合
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

味
わ
い
の
あ
る
お
唱
え
が
で
き
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
梅
花
流
の
目
指
す
、
仲

良
い
暮
ら
し
、
明
る
い
世
の
中
の
実
践

は
、
奉
詠
大
会
や
検
定
で
は
な
く
、
日
常

の
合
間
を
縫
っ
て
通
う
、
お
寺
で
の
お
仲

間
同
士
の
お
唱
え
で
こ
そ
感
じ
ら
れ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
梅

花
流
詠
讃
歌
教
典
は
、
わ
か
り
や
す
い
お

経
本
で
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
唱
え

の
時
以
外
で
も
積
極
的
に
歌
詞
に
親
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お
唱
え
や
所
作
に

悩
ん
で
い
る
方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
日
習
え

ば
昨
日
よ
り
出
来
る
こ
と
が
僅
か
で
も
必

ず
増
え
て
い
ま
す
。
習
得
す
る
速
さ
に
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、歌
詞
が
導
く「
ほ

と
け
」
の
道
は
一
つ
で
す
。
誓
願
を
持
ち

な
が
ら
、
巡
礼
す
る
よ
う
に
焦
ら
ず
ゆ
っ

く
り
と
歩
き
ま
し
ょ
う
、
私
た
ち
は
待
っ

て
い
ま
す
。

曹洞宗宗務庁総務部福祉課

「ほほえみの集い」開催について

配偶者を求めている僧侶や僧侶の配偶者となることを希望する方などを対象
にして、縁を繋いでいただくことを目的とした出会いの場としての集いを下記
の通り開催します。詳細は『曹洞宗報』（平成２７年７月号）等にてお知らせし
ました。

記
１．期 日 平成２７年１０月４日�
［予定時間］
受付 １０時
開会 １０時３０分
閉会 １６時

２．場 所 東京都内のホテル宴会場
（参加申し込みいただいた方に後日直接ご連絡します）

［担当課］福祉課内寺院後継者相談所（電話０３－３４５４－５４２１ 福祉課）
以上

教
区

月

日

教

場

師
範
詠
範
指

導
者
養
成
所

６
月
１５
日
�

秋
田
県
宗
務
所

１２
教
区

６
月
１６
日
�

普
門
院

１４
教
区

６
月
１７
日
�

快
禅
寺

５
・
６
・
１５
・

１６
教
区

６
月
１８
日
�

美
里
音

３
教
区

６
月
１９
日
�

正
乗
寺

４
教
区

６
月
２０
日
�

長
谷
寺

平成２７年９月１日（１８）曹洞宗秋田県宗務所所報第１１２号



日
頃
か
ら
不
勉
強
で
あ
る
た
め
今
年
度

の
現
職
研
修
会
の
日
程
を
拝
見
し
た
際
、

「
馬
祖
道
一
禅
師
」、「
景
徳
伝
燈
禄
」
と

い
う
い
か
に
も
難
解
そ
う
な
テ
ー
マ
の
前

に
困
惑
し
た
私
。
当
日
頂
い
た
レ
ジ
メ
は

予
想
通
り
漢
文
沢
山
。
私
に
は
だ
い
ぶ
レ

ベ
ル
が
高
す
ぎ
る
講
義
か
と
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
西
老
師
の

非
常
に
具
体
的
か
つ
解
り
や
す
い
解
説

（
特
に
永
平
寺
で
の
修
行
僧
と
の
や
り
と

り
）
に
よ
り
、
馬
祖
道
一
禅
師
の
お
姿
が

徐
々
に
私
に
も
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

今
か
ら
約
千
三
百
年
前
、
唐
の
時
代
に
生

き
た
馬
祖
道
一
禅
師
。
我
々
の
よ
く
知
る

「
即
心
即
佛
」
と
い
う
お
言
葉
は
ま
さ
に

馬
祖
禅
師
の
み
教
え
の
真
髄
と
言
え
る
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。『
景
徳
伝
燈
録
』
の

中
の
以
下
の
部
分
が
そ
れ
を
示
し
て
お
り

ま
し
た
。
あ
る
日
馬
祖
が
大
衆
に
云
っ

た
。「
学
道
を
学
ぶ
人
達
よ
、
自
己
の
心

が
即
ち
是
れ
佛
で
あ
る
こ
と
を
信
ぜ
よ
。

こ
の
心
は
即
ち
是
れ
佛
心
で
あ
る
」。
あ

る
僧
が
更
に
問
う
た
。「
和
尚
は
な
に
ゆ

え
に
即
心
即
佛
と
説
く
？
」
馬
祖
曰
わ
く

「
小
児
の
啼
く
を
止
め
ん
が
た
め
な
り
」

僧
曰
わ
く
「
啼
き
止
む
と
き
如
何
」

馬

祖
曰
わ
く
「
非
心
非
佛
」
と
の
部
分
。
つ

ま
り
、「
心
が
佛
で
あ
る
」
と
説
く
の
は

子
供
を
騙
す
よ
う
な
も
の
で
、
泣
き
止
ん

で
冷
静
に
な
っ
た
ら
、「
心
は
佛
な
ん
て

い
う
も
の
で
も
な
い
」
と
云
わ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
表
裏
一
体
と
と
れ
る
表
現
は
、

「
即
心
即
佛
」
が
本
当
に
理
解
で
き
れ
ば

「
非
心
非
佛
」
も
同
時
に
理
解
で
き
る
と

い
う
意
味
で
あ
り
ま
し
た
。
何
も
求
め
な

い
�
心
�
こ
そ
悟
り
だ
と
い
う
こ
と
を
、

「
即
心
」
と
「
非
心
」
と
い
う
一
見
相
反

す
る
表
現
で
示
さ
れ
た
こ
と
が
、
馬
祖
禅

師
と
そ
の
お
弟
子
様
方
の
持
つ
深
い
求
道

心
を
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
私
自

身
、
歴
代
祖
師
が
お
示
し
の
と
こ
ろ
の

�
心
�
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
の
か
と
問

わ
れ
れ
ば
、
参
究
心
・
求
道
心
と
も
に
全

く
も
っ
て
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
で
す
。

「
心
と
は
、
山
河
大
地
で
あ
り
、
日
月
星

辰
で
あ
る
」（
正
法
眼
蔵
）
道
元
禅
師
様

は
宇
宙
の
森
羅
万
象
が
す
べ
て
が
心
だ
と

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
は
「
不

染
汚
」
で
あ
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
。

ま
ず
は
私
も
こ
の
心
を
磨
き
、
研
修
で
学

ん
だ
馬
祖
禅
師
の
「
即
心
即
佛
」、「
非
心

非
佛
」
の
お
言
葉
を
有
り
難
き
仏
縁
と
い

た
し
ま
し
て
、
研
鑚
に
励
む
こ
と
が
重
要

と
感
じ
ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
中
西
老
師
、

関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

僧
堂
安
居
か
ら
帰
っ
て
き
て
初
め
て

の
、
地
元
で
の
現
職
研
修
会
と
い
う
こ
と

で
、
久
し
ぶ
り
に
諸
老
師
の
講
義
が
拝
聴

で
き
る
ま
こ
と
に
尊
い
機
会
で
し
た
。

第
一
講
は
永
平
寺
僧
堂
単
頭
の
中
西
道

信
老
師
に
よ
る
、
馬
祖
道
一
禅
師
に
関
す

る
講
義
。
馬
祖
は
唐
代
を
代
表
す
る
禅
僧

で
あ
り
、
高
祖
大
師
も
そ
の
語
を
引
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
曹

洞
宗
の
法
系
と
は
異
な
る
南
岳
下
の
尊
宿

で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
語
録
に
参
じ
る
機

会
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
説
の
如
く

修
行
す
る
」
だ
け
で
は
な
い
禅
僧
の
行
履

に
つ
い
て
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
講
は
、
今
年
度
の
現
職
研
修
の
主

題
で
あ
る
「
発
願
式
」
に
つ
い
て
ご
講
義

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
授
戒
会
に
参
加
す

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
そ
れ
の

前
段
階
と
し
て
の
「
発
願
式
」
と
い
う
新

し
い
儀
式
の
提
案
で
し
た
。
わ
が
高
祖
大

師
に
は
『
伝
戒
作
法
』『
教
授
文
』、『
正

法
眼
蔵
』「
受
戒
」
巻
、『
得
度
略
作
法
』

が
あ
り
、『
洞
谷
記
』
に
は
瑩
山
禅
師
の

も
の
と
さ
れ
る
「
講
戒
式
」
が
あ
り
、
他

門
を
尋
ね
れ
ば
虎
関
師
錬
の
『
禅
戒
軌
』

が
あ
り
、
教
家
に
は
南
岳
以
来
の
数
種
の

「
十
二
門
戒
儀
」
が
あ
る
な
ど
、
菩
薩
戒

の
授
戒
の
作
法
次
第
は
古
来
複
数
作
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
び
現
職
研
修
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た

「
発
願
式
」
を
こ
れ
ら
従
来
の
も
の
と
比

較
す
る
と
、
授
戒
の
肝
心
で
あ
る
三
羯
磨

を
用
い
ず
、
血
脈
や
安
名
の
授
与
も
伴
わ

な
い
な
ど
、
た
い
へ
ん
特
徴
の
あ
る
構
成

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
た
な
授
戒

式
の
提
案
を
機
に
、
従
来
の
列
祖
、
先
徳

教
化
コ
ー
ナ
ー

即
心
即
佛

―
―
―
―
―
―
�
―
―
―
―
―
―
�
―
―
―
―
―
―
�
―
―
―
―
―
―
�
―
―
―
―
―
―

八
教
区

満
福
寺
副
住
職

堀

井

英

和

現
職
研
修

感
想

秋
田
市
東
光
寺
徒
弟

鈴

木

泰

道
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の
心
血
を
注
が
れ
た
授
戒
作
法
と
、
そ
の

工
夫
の
迹
に
あ
ら
た
め
て
注
目
す
る
必
要

を
感
じ
ま
し
た
。

三
講
座
目
、
袴
田
俊
英
老
師
に
よ
る
人

権
学
習
、
残
念
な
が
ら
途
中
か
ら
の
聴
講

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
後
半
に
、

年
回
の
張
り
出
し
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を

伺
い
ま
し
た
。
年
回
の
張
り
出
し
は
、
悪

意
の
あ
る
利
用
の
さ
れ
方
も
あ
る
と
い
う

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
け
れ
ど
も
、
従
来
年
回
の
張
出
を
見

る
こ
と
が
地
域
の
人
が
死
者
を
追
憶
す
る

機
会
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
を
指
摘

さ
れ
、「
死
者
を
含
め
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
を
作
っ
て
い
た
も
の
を
、
安
易
に

廃
止
し
て
し
ま
う
の
は
損
失
も
大
き
い
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
の
は
大
き
な
気
付
き
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
所
用
に
よ
り
す
べ
て
の
講
義
を

通
し
て
聴
く
こ
と
が
で
き
ず
大
変
残
念
で

し
た
が
、
さ
ら
な
る
研
鑚
の
機
会
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

恒
例
の
現
職
研
修
会
は
七
月
十
三

日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
秋
田
市
歓
喜

寺
様
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
岩
手
県
か
ら
一
名
参
加
で
合

計
百
八
十
六
名
の
参
加
者
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
十
年
ほ
ど

一
挙
に
参
加
人
数
が
増
え
ま
し
た

が
、
宗
制
の
変
更
等
で
当
県
に
限
ら

ず
ど
こ
の
県
で
も
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
。
さ
て
秋
田
で
は
二
日
間
の
日

程
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
東
北
六

県
八
宗
務
所
で
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
性

を
考
え
な
が
ら
特
色
あ
る
日
程
・
内

容
等
で
開
催
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
つ
か
機
会
が
あ
れ
ば
、
他
県
の
日

程
・
内
容
も
お
知
ら
せ
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
当
宗
務
所

も
内
容
等
も
含
め
な
る
べ
く
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
つ

で
も
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮
な

く
申
し
付
け
て
下
さ
い
。

さ
て
今
年
の
現
職
研
修
会
は
い
か

が
で
し
た
し
ょ
う
か
。

（
教
化
主
事

國
安
大
智
）

今
年
度
の
布
教
委
員
会
は
、
米
澤

智
秀
・
奥
野
昭
典
・
竹
川
正
悟
三
人

の
特
派
布
教
師
様
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
年
度
の
管
長
告
諭

に
つ
い
て
、
教
化
布
教
方
針
に
つ
い

て
、
更
に
巡
回
に
伴
う
留
意
事
項
も

含
め
、
懇
切
丁
寧
に
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昼
食
を
は
さ
ん
で
午

後
か
ら
は
引
き
続
き
布
教
協
議
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
当
初
は

相
承
―
瑩
山
禅
師
か
ら
峨
山
禅
師
へ

と
い
う
演
題
で
愛
知
学
院
大
学
教
授

佐
藤
悦
成
先
生
に
ご
講
義
を
い
た
だ

く
予
定
で
お
り
ま
し
た
が
、
急
遽
先

生
の
ご
都
合
が
つ
か
な
く
な
り
、
同

じ
大
学
専
任
講
師
の
菅
原
研
州
先
生

に
同
じ
演
題
で
ご
講
義
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
内
容
は
、
先
生
が
東
北

出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
に

秋
田
県
の
曹
洞
宗
の
歴
史
に
も
配
慮

し
て
い
た
だ
い
た
分
か
り
易
い
お
話

を
し
て
下
さ
り
充
実
し
た
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
教
化
主
事

國
安
大
智
）

――――――――�―――――――�―――――――�―――――――�―――――――�――――――――

現
職
研
修
会
報
告

布
教
委
員
会
・
布
教
協
議
会
報
告
（
五
月
十
二
日
�
）
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全
国
奉
詠
大
会

平
成
２７
年
５
月
２７
日
か
ら
２８
日
の
２
日

間
の
日
程
で
平
成
２７
年
度
梅
花
流
全
国
奉

詠
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
会

場
は
神
奈
川
の
「
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

国

立
大
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
と
な
り
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
中
国
獅
子
舞
と
い

う
、
中
国
華
僑
・
華
人
の
民
間
芸
能
の
一

つ
で
、
幸
運
を
呼
び
寄
せ
厄
を
は
ら
う
と

さ
れ
て
い
る
か
わ
い
い
獅
子
達
の
舞
か
ら

始
ま
り
、
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
附
属
三

松
幼
稚
園
と
總
持
寺
保
育
園
の
園
児
達
に

よ
る
献
灯
献
花
。
い
よ
い
よ
開
会
と
な
り

「
三
宝
御
和
讃
」
奉
詠
中
、
曹
洞
宗
管
長

江
川
辰
三
禅
師
様
が
入
堂
さ
れ
式
典
・
法

要
が
営
ま
れ
ま
し
た
。
猊
下
の
御
垂
示
を

い
た
だ
き
、
猊
下
退
堂
後
大
会
会
長
宗
務

総
長
釜
田
隆
文
老
師
よ
り
式
辞
。
神
奈
川

県
第
２
宗
務
所
長

程
木
昭
徳
老
師
よ
り

歓
迎
の
言
葉
が
あ
り
式
典
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

第
３
部
は
登
壇
奉
詠
と
い
う
こ
と
で
、

秋
田
県
か
ら
は
講
員
９３
名
の
申
込
が
あ

り
、
３０
名
が
登
壇
奉
詠
い
た
し
ま
し
た
。

登
壇
奉
詠
は
秋
田
県
の
他
に
徳
島
県
宗
務

所
、
高
知
県
・
香
川
県
宗
務
所
、
新
潟
県

第
２
宗
務
所
、
新
潟
県
第
４
宗
務
所
、
各

宗
務
所
と
の
合
同
の
登
壇
奉
詠
と
な
り
ま

し
た
。
奉
詠
曲
は
「
釈
尊
花
祭
第
一
番
御

詠
歌
（
歓
喜
）」
で
詠
題
・
詠
頭
を
秋
田

県
１４
教
区
に
か
ほ
市
禅
林
寺
梅
花
講
の
講

員
、
米
塚
ひ
と
み
様
が
詠
題
、
鈴
木
裕
子

様
が
詠
頭
を
勤
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
所
作
も
あ
り
難
し
い
曲
で
し
た
が
、

登
壇
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
非
常
に
上
手
に
お

唱
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
４
部
の
「
大
本
山
總
持
寺
二
祖
峨
山

韶
碩
禅
師
６５０
回
大
遠
忌
奉
讃
奉
詠
」
で

は
、
大
本
山
總
持
寺
祖
院
の
地
元
、
石
川

県
能
登
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
御
陣
乗
太

鼓
」
の
演
奏
、
峨
山
禅
師
と
大
悲
真
読
の

逸
話
に
基
づ
い
た
演
出
に
「
サ
ン
ド
ア
ー

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
融
合
し
た
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
よ
り
、「
大
本
山
總
持
寺
二

祖
峨
山
禅
師
讃
仰
御
和
讃
」
一
番
・
二
番

を
会
場
全
員
で
奉
詠
し
、「
大
本
山
總
持

寺
二
祖
峨
山
禅
寺
讃
仰
御
詠
歌

永
光
」

を
特
派
師
範
に
よ
る
奉
詠
を
行
い
ま
し

た
。
回
向
後
、
管
長
猊
下
の
お
こ
と
ば
を

い
た
だ
き
、「
大
本
山
總
持
寺
二
祖
峨
山

梅
花
コ
ー
ナ
ー

献灯献花。三松幼稚園・總持寺保育園

管長猊下、御垂示

サンドアート

開会宣言。副大会長・伝導部長 横井真元老師

相見の拝

御陣乗太鼓

中国獅子舞

両猊下

秋田県登壇（詠題・詠頭）
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禅
寺
讃
仰
御
和
讃
」
三
番
を
お
唱
え
し
、

第
５
部
の
閉
会
式
へ
と
移
り
、
静
座
「
坐

禅
御
詠
歌
（
浄
心
）」、
副
大
会
長
伝
道
部

長

横
井
真
之
老
師
の
閉
会
の
言
葉
に
て

大
会
を
終
了
し
、「
ま
ご
こ
ろ
に
生
き
る
」

の
大
合
唱
に
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し

た
。今

回
の
全
国
大
会
中
、
特
に
大
き
な
事

故
も
な
く
無
事
に
秋
田
に
帰
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
て
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

来
年
は
富
山
県
富
山
市
の
富
山
市
総
合

体
育
館
に
て
お
き
ま
し
て
開
催
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
６０
周
年
記
念
奉
詠
大
会

去
る
７
月
２６
日
�
秋
田
市
文
化
会
館
に

於
い
て
、
梅
花
流
秋
田
県
６０
周
年
記
念
奉

詠
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

６０
周
年
を
記
念
し
全
県
一
堂
に
会
し
て
の

大
会
と
な
り
ま
す
。
県
内
各
地
よ
り
８１
ヶ

寺
、
一
般
講
員
７６８
名
、
宗
侶
寺
族
１２７
名
、

計
８９５
名
の
参
加
で
し
た
。

前
日
よ
り
準
備
を
始
め
て
リ
ハ
ー
サ
ル

を
行
い
大
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
当
日
は

お
昼
を
会
場
で
と
れ
な
い
と
い
う
事
情
に

よ
り
、
午
後
か
ら
の
開
催
と
い
う
こ
と
で

し
た
が
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
開
会
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。
大
会
の

総
合
司
会
は
第
６
教
区
洞
雲
寺
住
職
柴
田

康
裕
老
師
に
、
登
壇
司
会
は
浅
田
高
明
師

範
、
村
松
良
周
師
範
、
清
水
道
広
師
範
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
司
会
の
一
声

に
よ
り
開
会
式
が
始
ま
り
、
浅
田
高
明
・

本
間
俊
英
師
範
に
よ
る
詠
題
・
詠
頭
に
て

「
花
供
養
御
和
讃
」
が
始
ま
り
、
林
清
寺

松
山
郁
子
・
鷲
林
寺
菅
野
悠
子
両
詠
範
の

献
花
の
後
、
奉
詠
中
越
姓
宗
務
所
長
導
師

上
殿
、
三
帰
三
拝
、
拈
香
法
語
、
般
若
心

経
、「
紫
雲
」
奉
詠
、
回
向
、
普
同
三
拝

し
、
次
に
６０
周
年
記
念
追
悼
法
要
と
し
て

拈
香
法
語
、「
報
恩
供
養
御
和
讃
」、
回
向

を
勤
め
、
東
泉
寺
講
員
様
に
よ
る
お
誓

い
、
最
後
に
宗
務
所
長
よ
り
来
場
さ
れ
た

方
へ
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
開
会
式
を
終

了
し
ま
し
た
。

第
２
部
は
登
壇
奉
詠
、
全
部
で
９
登

壇
、
９
教
区
が
２
登
壇
、
１８
教
区
が
２
登

壇
、他
は
合
同
も
あ
り
ま
し
た
。１
・
２
・

１３
教
区
か
ら
始
ま
り
、
観
世
音
菩
薩
御
和

讃
・
涅
槃
御
和
讃
・
追
善
御
和
讃
・
修
証

義
御
和
讃
・
盂
蘭
盆
会
御
和
讃
・
達
磨
大

師
御
和
讃
・
高
祖
讃
仰
御
和
讃
・
二
祖
峨

山
讃
仰
御
和
讃
と
続
き
、
最
後
の
９
番
登

壇
は
宗
務
所
梅
花
流
指
導
者
養
成
所
の
所

員
に
よ
る
正
法
御
和
讃
の
登
壇
奉
詠
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。
講
員
の
皆
様
に
よ
る
暖
か

い
拍
手
を
頂
き
所
員
も
非
常
に
励
み
に

な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

第
３
部
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

「
や
な
せ
な
な
」
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
や
な
せ
さ
ん

は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
教
恩
寺
住
職
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
檀
務
も
歌
手
活
動
も
行

い
な
が
ら
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
Ｄ
Ｊ
や
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
す
る
多
才
な
僧
侶

で
ご
ざ
い
ま
す
。
す
て
き
な
歌
声
は
会
場

に
お
ら
れ
る
方
々
を
魅
了
し
て
お
り
ま
し

た
。第

４
部
は
師
範
・
詠
範
に
よ
る
奉
詠
で

「
三
宝
讃
歌
」「
平
和
記
祈
念
御
和
讃
」

「
道
心
利
行
御
和
讃
」「
浄
光
」
を
お
唱

え
し
ま
し
た
。
特
に
「
三
宝
讃
歌
」
は
な

か
な
か
聞
く
こ
と
や
お
唱
え
す
る
こ
と
が

少
な
い
曲
で
す
の
で
新
鮮
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

閉
会
式
が
始
ま
り
す
ぐ
静
座
。
会
場
が

静
ま
り
の
中
に
師
範
・
詠
範
の
会
会
長
本

間
雅
憲
師
範
に
よ
る
「
浄
心
」
の
独
詠
。

そ
の
後
表
彰
式
に
進
み
、
今
回
の
表
彰
者

は
６０
周
年
記
念
奉
詠
大
会
と
い
う
こ
と

で
、
講
員
と
し
て
６０
年
近
く
、
今
も
お
唱

え
を
し
て
い
る
講
員
様
、
１８
教
区
宝
勝
寺

講
員
堀
内
フ
ヂ
エ
様
、
３
教
区
東
林
寺
寺

族
佐
藤
敬
子
様
、
１８
教
区
玉
林
寺
寺
族
桑

名
温
子
様
の
３
名
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

今
大
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
齋
籐
昭

道
副
所
長
よ
り
皆
様
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

申
し
上
げ
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

今
大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
師
範
・
詠
範
の
会
会
長
本
間
雅
憲
師

範
老
師
、
柴
田
弘
一
師
範
老
師
を
始
め
大

会
実
行
委
員
会
の
諸
老
師
の
皆
様
、
新
田

寺
様
、
大
会
役
員
諸
老
師
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
準
備
等
大
変
ご
難
儀
お
掛
け
致
し

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

やなせななさん

閉会式
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本
年
の
宗
務
所
護
持
会
定
期
集
会
は
、

研
修
等
を
含
め
て
１
泊
２
日
で
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
岩
手
県
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
１
日
目
は
現
地
に
到
着
後
、
大
槌

町
旧
役
場
庁
舎
の
敷
地
に
昨
年
建
立
さ
れ

た
地
蔵
尊
の
開
眼
法
要
・
震
災
物
故
者
追

善
法
要
を
行
い
ま
し
た
。

大
槌
町
江
岸
寺
大
萱
生
良
寛
ご
住
職
が

駆
け
つ
け
て
下
さ
り
、
所
長
を
導
師
に
参

加
下
さ
っ
た
教
区
長
老
師
、
教
区
護
持
会

長
様
、
所
員
で
ご
供
養
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
法
要
後
、
当
時
の
状
況
を
大

萱
生
老
師
が
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
地

震
と
津
波
、
そ
の
後
の
火
災
に
よ
る
被
害

は
想
像
を
絶
す
る
内
容
で
し
た
。
被
災
当

時
の
姿
を
留
め
た
庁
舎
前
で
切
な
い
お
話

を
伺
い
な
が
ら
、
唯
々
、
物
故
者
の
方
々

の
ご
冥
福
を
祈
り
、
一
日
も
早
い
町
の
復

興
と
人
々
に
平
安
の
日
々
が
戻
る
こ
と
を

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
宿
舎
の
三
陸
花
ホ
テ
ル
「
は

ま
ぎ
く
」
へ
移
動
し
、
定
期
集
会
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
の
会
務
報
告
並
び
に
決
算

報
告
・
本
年
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算
に

つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
現
役
職
の
方
々

皆
さ
ん
が
、
引
き
続
き
お
役
を
お
務
め
下

さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
の

活
動
に
関
し
て
、「
先
ほ
ど
同
室
に
な
っ

た
方
々
と
情
報
交
換
を
致
し
ま
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
も
参
加
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
思
い
つ
き
で
す
が
、
会
報
・

集
会
の
機
会
を
通
し
て
各
お
寺
さ
ん
の
情

報
交
換
が
で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま

す
。
２
教
区
位
ず
つ
全
県
の
持
ち
回
り
を

す
る
よ
う
な
形
で
も
良
い
の
で
、
そ
れ
に

よ
り
か
な
り
の
情
報
交
換
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
十
年
に
一

回
で
も
よ
い
の
で
、
各
護
持
会
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
寺
院
の
護
持
会

に
つ
い
て
、
何
と
か
『
信
仰
の
心
・
仏
教

追
求
の
心
』
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ろ

い
ろ
考
え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
で
て

き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
の
ご
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
所
長
・
担
当
主
事
よ

り
「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
具
体
化
し
て
、

宗
務
所
護
持
会
の
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
の
表
明
が
あ
り
ま

し
た
。
可
能
な
所
か
ら
実
現
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
致
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
大
槌
・
釜
石
の
被
災
地
を

「
お
ら
が
大
槌
夢
広
場
」
の
語
り
部
の
方

に
同
行
い
た
だ
き
、
現
場
視
察
を
致
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
伽
藍
を
復
興
さ
れ
た
釜

石
市
常
楽
寺
様
に
伺
い
、
本
堂
に
て
藤
原

育
夫
ご
住
職
よ
り
、
震
災
か
ら
こ
れ
ま
で

の
歩
み
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全

国
か
ら
の
支
援
や
、
被
災
さ
れ
た
檀
信
徒

様
か
ら
も
浄
財
を
い
た
だ
き
、
伽
藍
が
再

建
さ
れ
た
経
過
、
そ
し
て
悲
し
み
や
悩
み

を
抱
え
な
が
ら
生
活
再
建
へ
と
向
か
う
被

災
さ
れ
た
方
々
に
と
っ
て
、
お
寺
の
存
在

が
新
た
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
ご
説
明
下
さ
い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
歩
み

を
、
現
地
で
学
ぶ
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
、
４
年
の
歳
月
が
経
て

も
、「
現
実
は
厳
し
く
、
悲
し
み
を
深
い
」

被
災
地
の
状
況
で
す
。
そ
の
中
で
お
寺
の

存
在
が
、
輝
き
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

（
人
権
擁
護
推
進
主
事

佐
藤
徳
祐
）

宗
務
所
護
持
会
定
期
集
会
報
告

釜石市常楽寺ご住職

―
地
蔵
尊
開
眼
法
要
等
―

平
成
２７
年
６
月
２５
日
〜
２６
日

岩
手
県
大
槌
町
に
於
い
て大震災慰霊地蔵尊開眼法要の様子

江岸地ご住職のお話をきく
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お
釈
迦
様
の
教
え
は
智
慧
と
慈
悲
の
教
え
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
智

慧
と
は
正
し
く
真
実
を
見
つ
め
る
目
を
持
つ
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
真
実

の
目
で
自
ら
の
存
在
を
み
つ
め
る
と
、
多
く
の
方
々
に
生
か
さ
れ
て
い
る

存
在
で
あ
る
と
気
づ
く
の
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
自
ら
の
命
が
大

切
で
あ
る
よ
う
に
ま
わ
り
の
方
々
の
命
も
同
じ
よ
う
に
大
切
で
あ
る
事
に

気
づ
く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
ほ
か
の
方
々
を
大
切
に
す
る
心
は
、
慈
悲
心
へ
と
つ
な
が
る

の
で
す
。
慈
悲
と
は
、
慈
し
み
・
悲
し
み
と
書
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
他
の

方
の
痛
み
、
苦
し
み
、
悲
し
み
が
自
分
自
身
の
事
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ

る
心
で
あ
り
ま
す
。

道
元
禅
師
さ
ま
が
三
十
五
歳
に
な
ら
れ
た
時
に
集
ま
っ
て
い
る
修
行
僧

の
た
め
に
『
学
道
用
心
集
』
を
お
書
き
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
最
初
の
言
葉
に
、

「
龍
樹
祖
師
曰
く
、
唯
、
世
間
の
生
滅
無
常
を
観
ず
る
心
も
ま
た
菩
提
心

と
名
づ
く
」

禅
師
さ
ま
は
尊
敬
す
る
方
の
お
言
葉
を
か
り
て
、『
無
常
を
観
ず
る
心

は
そ
の
ま
ま
菩
提
心
な
の
だ
』
と
示
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
多
く
の
人
々
と
共
に
生
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
喜
び

だ
け
で
な
く
、
悲
し
み
も
共
に
分
か
ち
合
っ
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
事
に
気
付
き
、
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
た
時
、
全
て
の
方
々
の
幸
せ
を

願
う
行
い
が
、
自
ら
の
大
き
な
安
ら
ぎ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
「
菩
提
心
」

に
照
ら
さ
れ
た
生
き
方
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
す
べ
て
の
方
々
の
幸
せ
を
願
う
こ
こ
ろ
「
菩
提
心
」
を
い

た
だ
く
生
き
か
た
と
は
ど
の
よ
う
な
生
き
方
な
の
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
七
〇
代
後
半
の
ご
婦
人
の
ご
葬
儀
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
方
は
、
長
年
ご
夫
婦
で
お
寺
の
行
事
に
参
加
く
だ
さ
っ
て

い
た
方
で
あ
り
ま
し
た
。

ご
葬
儀
終
了
後
、
気
丈
に
喪
主
を
務
め
ら
れ
た
ご
主
人
が
お
見
え
に
な

り
ま
し
た
。

「
こ
の
度
は
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
５０
年
以
上
連
れ
添
っ

た
妻
を
亡
く
し
た
心
の
傷
は
な
か
な
か
癒
や
せ
な
い
も
の
で
す
ね
。」

「
じ
つ
は
病
院
の
協
力
も
あ
っ
て
、
亡
く
な
る
ま
で
の
一
ヶ
月
は
妻
の

ベ
ッ
ド
の
そ
ば
に
泊
ま
っ
て
看
病
し
ま
し
た
が
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
葬

儀
を
終
え
た
今
も
妻
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
し
ま
い
、
悔
し
さ
と
寂
し
さ

で
胸
が
痛
み
ま
す
。」

「
同
居
し
て
い
る
息
子
夫
婦
は
、
と
も
に
優
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。
女

子
大
学
生
の
孫
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
前
の
よ
う
に
元
気
に
な
っ
て
と
励

秋
田
県
宗
務
所
ネ
ッ
ト
法
話
〈
３
〉

仏
の
教
え
を
い
た
だ
い
て
人
生
を
生
き
る玉

林
寺
住
職

斎

藤

昭

道
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ま
し
て
く
れ
ま
す
。
孫
は
、
夜
に
な
る
と
、
私
が
１
人
で
い
る
部
屋
に
や
っ

て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い
で
す
。」

「
そ
れ
で
も
、
妻
の
写
真
を
見
る
の
は
つ
ら
い
で
す
。
近
所
の
み
な
さ

ん
と
話
す
の
も
つ
ら
い
気
持
ち
で
す
。
ど
う
し
た
ら
、
こ
の
悲
し
み
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
お
辛
い
ご
様
子
で
お
話
し
さ
れ
た

の
で
す
。

私
は
黙
っ
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
す
が
、
少
し
だ

け
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
５８
年
連
れ
添
っ
た
奥
様
を
、
心
か
ら
愛
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

こ
の
世
で
一
番
つ
ら
く
悲
し
い
の
は
、
愛
す
る
も
の
と
の
別
離
だ
と
思
い

ま
す
。

あ
な
た
は
一
ヶ
月
近
く
奥
様
の
ベ
ッ
ド
の
そ
ば
に
泊
ま
り
、
で
き
る
か

ぎ
り
の
看
病
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
も
な
か
な
か
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

精
い
っ
ぱ
い
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
奥
様
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
ど
ん
な
に
悔
し
い
思
い
を
な
さ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん

な
に
も
悔
し
い
の
は
、
ど
ん
な
に
一
生
懸
命
看
病
し
て
も
、
奥
様
の
死
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
。

人
が
死
ぬ
の
を
、
実
は
誰
も
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
医
者
も
死
を

生
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

悲
し
い
時
に
は
、
悲
し
む
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
お
悲
し
み

の
中
で
も
、
ど
う
ぞ
亡
き
奥
様
の
ご
供
養
の
毎
日
を
重
ね
て
い
っ
て
く
だ

さ
い
。」
と
だ
け
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
じ
つ
は
そ
の
ご
供
養
の
毎
日
の
中
で
、
あ
る
日
悲
し
み
の
ご

遺
影
が
、
少
し
だ
け
微
笑
ん
で
く
だ
さ
る
お
顔
の
ご
遺
影
に
変
わ
る
日
が

訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
日
が
来
た
と
き
は
じ
め
て

大
切
な
方
を
亡
く
さ
れ
た
悲
し
み
の
日
々
か
ら
、
一
歩
だ
け
歩
み
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
そ
の
時
感
じ
る
こ
と
が
お
あ
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
悲
し
み
の
中
に
い
る
と
き
は
、
自
分
だ
け
が
本
当
に
悲
し
い
ん
だ
と

だ
け
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
時
が
来
て
「
そ
う
か
、

自
分
だ
け
が
悲
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
残
さ
れ
た
私
の
こ
と
を
気
遣
っ

て
く
れ
る
息
子
夫
婦
に
と
っ
て
は
大
切
な
母
を
亡
く
し
て
い
た
ん
だ
。
そ

し
て
、
毎
日
私
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
か
わ
い
い
孫
娘
に
と
っ
て
は
、
や

さ
し
か
っ
た
祖
母
を
亡
く
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。」
と
。

つ
ま
り
、
息
子
さ
ん
夫
婦
も
孫
娘
さ
ん
も
最
愛
の
母
で
あ
り
祖
母
を
亡

く
し
た
と
い
う
同
じ
苦
し
み
同
じ
悲
し
み
を
持
つ
方
々
で
あ
っ
た
の
で

す
。そ

の
こ
と
に
、
気
づ
い
た
と
き
私
た
ち
は
自
ら
に
い
た
だ
い
た
悲
し
み

は
、
悲
し
み
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
以
外
の
他
の
方
へ
の
思

い
や
り
の
こ
こ
ろ
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
釈
迦
さ
ま
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
す
べ
て
は
無
常
な
り
」
と

智
慧
に
て
観
る
人
は

よ
く
苦
を
さ
と
る
べ
し

こ
れ

安
ら
ぎ
に
い
た
る
道
な
り

（
法
句
経
二
七
七
）

手
を
合
わ
せ
て
亡
き
人
に
想
い
を
馳
せ
た
時
、
流
れ
行
く
い
の
ち
の
い

と
な
み
の
中
で
「
い
の
ち
の
絆
」
を
深
め
、
他
の
方
を
思
い
や
る
と
い
う

智
慧
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
の
方
の
悲
し
み
苦
し
み

を
思
い
や
り
、
そ
の
思
い
に
寄
り
添
う
生
き
方
を
実
践
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
こ
そ
が
。「
こ
こ
ろ
の
絆
」
を
実
感
し
て
、
安
ら
か
に
生
き
る
道
と

言
え
る
の
で
す
。

ネ
ッ
ト
法
話
は
、
曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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檀
務
の
電
子
化

鷲
林
寺

菅
野

宗
一

私
達
曹
洞
宗
は
、
お
釈
迦
様
や
道
元
禅

師
の
み
お
し
え
等
を
脈
々
と
お
守
り
し
、

伝
統
的
作
法
が
滔
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
守
ら

れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
こ
と
は
、
申
し
上

げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
代
社
会
の
中
で
、
便
利
な

道
具
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
で
、
檀
務
管
理
シ
ス

テ
ム
な
る
も
の
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
機
能
が
多
過
ぎ
て
使
い
辛
い
し
、
必

要
だ
と
思
わ
れ
る
部
分
が
脆
弱
で
、
満
足

で
き
る
も
の
が
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
大
変
高
額
で
、
中
に
は
ハ
ー

ド
と
一
緒
の
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
り
し
ま

す
。で

、
汎
用
のM

icro
so
ft

か
ら
出
て
い

る
、A

ccess

とE
x
cel

で
檀
家
管
理
を

し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
檀
家
様
の
住
所
録
と
過
去

帳
の
連
繋
で
す
。

檀
家
様
の
住
所
録
は
各
寺
院
に
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
電
子
式
に

A
ccess

に
入
れ
込
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
檀
家
様
の
数
に
も
依
り
ま

し
ょ
う
が
、
数
日
か
ら
一
月
程
度
で
出
来

る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
檀
家
様
に

個
別
の
Ｉ
Ｄ
を
振
り
ま
す
。
当
然
、
過
去

帳
も
電
子
化
し
て
、A

ccess

に
入
れ
込

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
何
処
ま
で

入
れ
込
む
か
に
も
依
り
ま
す
が
、
う
ち
で

は
明
治
元
年
か
ら
の
入
れ
込
み
で
数
年
掛

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
一
番
大
変
な
作
業

だ
と
思
い
ま
す
が
、
過
去
帳
を
書
い
た
世

代
の
字
を
読
み
解
く
の
が
難
し
か
っ
た
り

し
た
た
め
で
す
。

そ
し
て
、
各
戒
名
が
ど
の
檀
家
様
の
も

の
か
を
区
別
す
る
た
め
に
、
檀
家
様
の
Ｉ

Ｄ
を
付
け
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
さ
せ
る
こ
と
で
、
檀
家
様
の
住
所

録
の
あ
る
部
分
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
、
そ
の
檀
家
様
の
過
去
帳
が
現
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去
帳
を
電
子

化
し
て
し
ま
え
ば
、
色
ん
な
事
が
便
利
に

な
り
ま
す
。

年
回
表
の
張
り
出
し
は
、
以
前
手
書
き

で
行
っ
て
い
た
と
き
は
、
少
な
く
と
も
数

日
掛
か
っ
て
い
た
も
の
が
、
電
子
化
し
た

も
の
が
あ
れ
ば
、
数
分
で
印
刷
ま
で
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

戒
名
紙
へ
の
書
き
込
み
も
、
差
し
込
み

印
刷
を
使
え
ば
、
何
十
枚
あ
ろ
う
と
、
速

攻
で
終
了
出
来
ま
す
。
さ
ら
に
、
月
忌
で

伺
っ
た
檀
家
さ
ん
で
、
今
年
の
年
忌
を
訊

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
以
前
だ

と
、
お
寺
に
帰
っ
て
か
ら
、
改
め
て
調
べ

て
連
絡
報
告
す
る
っ
て
事
で
し
た
が
、
今

は
ク
ラ
ウ
ド
と
い
う
場
所
に
過
去
帳
を
登

録
し
て
お
け
ば
、
ス
マ
フ
ォ
で
過
去
帳
を

調
べ
て
、
そ
の
場
で
答
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
塔
婆
は
伝
統
に
則
っ
て
、
筆

に
よ
り
丁
寧
に
書
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

ら
も
電
子
化
出
来
る
塔
婆
プ
リ
ン
タ
ー
な

る
も
の
が
あ
る
様
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
や

る
と
、
何
か
伝
統
を
軽
ん
じ
て
し
ま
っ
た

様
に
思
え
る
の
で
、
そ
れ
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

宗務所創立２５周年記念集会

期日 １０月３０日�
会場 秋田キャッスルホテル
受付 午後１時～

●記念講演（午後１時３０分～３時３０分）
「仏教が示す救いの道」 花園大学文学部教授 佐々木 閑 先生

●式典（午後４時～）

妄
言
風
発

こ
の
紙
面
は
皆
様
の
思
惑

を
掲
載
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー

ジ
で
す

―
二
教
区
の
皆
さ
ま
の
声
―
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尊
い
命梅

林
寺
住
職

鈴
木

大
智

先
日
、
調
布
で
小
型
飛
行
機
が
住
宅
地

に
墜
落
し
尊
い
三
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
。

原
因
調
査
中
と
の
こ
と
。
本
当
に
痛
し

い
限
り
で
す
。

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
一
九
八

五
年
、
八
月
十
二
日
夕
、
日
航
ジ
ャ
ン
ボ

機
が
御
巣
鷹
山
の
尾
根
に
墜
落
し
て
今
年

で
ち
ょ
う
ど
三
〇
年
。

月
日
の
経
つ
の
が
早
い
も
の
で
す
。
未

曾
有
の
大
事
故
、
大
惨
事
で
今
だ
鮮
明
に

記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

五
二
〇
人
も
の
尊
い
命
が
一
瞬
に
し
て

消
え
さ
り
亡
く
な
っ
た
方
は
勿
論
、
残
さ

れ
た
遺
族
の
方
々
も
こ
の
三
〇
年
ど
ん
な

思
い
で
過
ご
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

あ
る
方
は
葬
儀
の
様
子
を
録
画
し
て
お
い

た
ビ
デ
オ
を
今
年
の
一
月
初
め
て
再
生

し
、見
た
そ
う
で
あ
る
。ビ
デ
オ
を
見
て
、

三
〇
年
間
胸
の
奥
に
つ
か
え
て
い
た
も
の

が
、
静
か
に
溶
け
て
い
き
ま
し
た
と
記
し

て
あ
り
ま
し
た
。

奇
蹟
的
に
生
き
残
り
、
当
時
、
大
変
な

話
題
と
な
り
ま
し
た
川
上
慶
子
さ
ん
（
十

二
歳
）、
学
校
を
卒
業
し
て
、
看
護
師
の

道
に
進
ま
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
仕
事
を

辞
め
、
息
子
二
人
、
娘
一
人
の
子
育
て
に

奮
闘
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

言
葉
で
は
表
現
出
来
ぬ
、
つ
ら
い
悲
し

い
年
月
を
過
し
た
そ
う
で
す
。
今
の
心
の

傷
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昨
年
の
十
月
、
慶
子
さ
ん
の
兄
は
御
巣
鷹

山
へ
慶
子
さ
ん
を
誘
っ
た
の
で
す
が
、「
気

分
が
悪
く
な
る
か
ら
」
と
断
っ
た
そ
う
で

す
。遺

族
の
方
々
の
変
わ
ら
ぬ
愛
情
、
そ
し

て
、
悲
し
み
は
一
生
、
消
え
る
こ
と
が
な

い
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
こ
と
に
、
先
日
、
あ
の
事
故
は

日
航
機
の
修
理
ミ
ス
で
あ
る
と
ア
メ
リ
カ

側
か
ら
、
発
表
が
あ
っ
た
。
何
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。
今
に
な
っ
て
…
…
。
人
間

の
命
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

事
故
が
あ
る
た
び
、
企
業
は
、
二
度
と

こ
の
様
な
こ
と
の
な
い
様
に
と
、
く
り
返

さ
れ
て
き
た
が
…
…
。
本
当
に
二
度
と
起

こ
ら
ぬ
様
、
そ
し
て
、
事
故
の
こ
と
は
決

し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

父
と
し
て
住
職
と
し
て
…

清
源
寺

志
田

憲
昭

「
夏
休
み
の
間
だ
け
だ
か
ら
な
！
」
小

学
三
年
生
の
息
子
が
、
入
院
し
て
い
る
祖

父
の
お
見
舞
い
に
行
き
祖
父
へ
気
合
い
を

か
け
た
そ
う
だ
。

住
職
で
あ
る
祖
父
が
突
然
入
院
し
、
そ

の
年
の
お
盆
は
小
学
三
年
生
の
息
子
が
祖

父
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
お
盆
の
棚

経
の
お
勤
め
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。

朝
早
く
起
き
て
は
お
経
を
練
習
し
て
い
た

が
、
こ
れ
が
ず
っ
と
続
い
て
は
困
る
と

思
っ
た
の
か
そ
の
日
は
病
室
で
祖
父
に
気

合
い
を
か
け
た
よ
う
だ
。「
頼
む
か
ら
早

く
退
院
し
て
！
」
と
。
祖
父
は
吹
き
出
し

て
笑
い
「
わ
か
り
ま
し
た
」
と
答
え
た
そ

う
だ
。
息
子
が
立
派
に
お
経
を
あ
げ
る
姿

を
と
う
と
う
住
職
は
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
息
子
は
小
学
三
年
生
な
が
ら

も
住
職
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
と
し
て
そ
の

年
の
お
盆
は
、
私
と
一
緒
に
檀
家
さ
ん
を

ま
わ
っ
た
。
次
の
年
に
は
、
辨
事
と
し
て

二
度
晋
山
式
に
出
る
機
会
が
あ
っ
た
。
二

度
目
の
辨
事
の
時
に
は
住
職
へ
の
問
答
の

チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
い
、
息
子
は
「
ど
う
し

た
ら
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
沢
山
打
て
る
よ
う

に
な
り
ま
す
か
」
と
元
気
に
問
い
か
け
、

檀
家
さ
ん
の
笑
い
を
誘
っ
た
。
中
学
に
入

学
し
て
か
ら
は
野
球
の
練
習
が
忙
し
く
な

り
、
お
寺
を
手
伝
う
機
会
は
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
私
と
し
て
は
、
こ
ん
な
に

も
自
然
に
仏
門
に
入
っ
て
く
れ
た
こ
と
は

嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
学
二
年
の
時

に
義
父
が
亡
く
な
っ
た
。
看
病
に
通
っ
て

い
た
妻
と
一
緒
に
よ
く
見
舞
に
行
っ
て
い

た
息
子
は
「
俺
も
お
じ
い
さ
ん
の
お
葬
式

に
は
お
経
を
読
む
か
ら
」
と
自
分
か
ら

言
っ
た
。
お
葬
式
当
日
は
野
球
の
練
習
試

合
も
あ
っ
た
が
、
監
督
に
自
分
か
ら
話
を

し
て
第
一
試
合
の
み
出
場
し
帰
っ
て
き

た
。
二
人
の
祖
父
を
息
子
は
自
分
の
お
経

で
見
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
春
高
校
生
に
な
っ
た
。
野
球
の
練

習
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
。
そ
れ
で
も
、
大

学
は
仏
教
学
部
へ
と
い
う
意
志
は
し
っ
か

り
か
た
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
つ
い
最
近

の
息
子
と
妻
の
会
話
で
あ
る
。「
俺
、
一

度
髪
を
伸
ば
し
て
み
た
い
か
ら
、
成
人
式

に
は
長
い
髪
で
来
る
か
ら
」
妻
は
「
お
盆

は
お
寺
の
手
伝
い
も
あ
る
か
ら
長
い
髪
は

困
る
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
息
子
は
「
鬘

を
か
ぶ
っ
た
ら
い
い
か
ら
心
配
す
る
な
。

お
経
を
読
む
時
は
鬘
に
す
る
」
妻
は
本
気

に
な
っ
て
、
鬘
は
普
通
長
い
髪
の
方
で

し
ょ
う
と
大
き
い
声
で
話
し
て
い
た
。
遠

く
で
聞
い
て
笑
っ
て
い
た
私
だ
っ
た
が
、

自
分
が
本
山
か
ら
も
ど
り
、
父
で
あ
る
住

職
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
頃
を
な
ぜ

か
思
い
出
し
て
い
た
。
小
さ
な
事
な
ど
気

に
し
な
い
大
き
な
心
を
も
っ
た
父
で
あ
り

住
職
で
あ
っ
た
。
い
つ
か
息
子
も
私
と
一

緒
に
仕
事
す
る
日
が
く
る
だ
ろ
う
。
父
と

し
て
、
住
職
と
し
て
私
も
精
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
改
め
て
思
う
。
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退
任
教
区
長

３
教
区

永
泉
寺

猪
股

廣
典

７
教
区

寶
泉
寺

工
藤

淳
志

８
教
区

東
源
寺

森
澤

建
亮

９
教
区

倫
勝
寺

山
田

晃
一

１０
教
区

福
寿
寺

奥
山

謹
英

１１
教
区

長
泉
寺

奈
良

光
英

１２
教
区

満
蔵
寺

黒
木

泰
丸

１５
教
区

地
蔵
院

村
上

恵
喜

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た

新
任
教
区
長

１
教
区

鱗
勝
院

三
浦

昌
彦（
再
任
）

２
教
区

鷲
林
寺

菅
野

宗
一（
再
任
）

３
教
区

大
蔵
寺

猪
股

知
幸（
新
任
）

４
教
区

正
眼
寺

藤
原

孝
彰（
再
任
）

５
教
区

永
巌
寺

朽
木

光
紹（
再
任
）

６
教
区

栄
昌
寺

伊
藤

秀
広（
再
任
）

７
教
区

正
福
寺

伊
藤

晴
雲（
新
任
）

８
教
区

龍
像
院

山
谷

尚
円（
新
任
）

９
教
区

松
源
院

武
田

俊
英（
新
任
）

１０
教
区

福
昌
寺

保
坂

康
雄（
新
任
）

１１
教
区

吉
祥
院

金
沢

一
弘（
新
任
）

１２
教
区

普
門
院

本
間

雅
憲（
新
任
）

１３
教
区

永
源
寺

嵯
峨

義
房（
再
任
）

１４
教
区

天
松
寺

小
森

辰
雄（
再
任
）

１５
教
区

能
持
院

尾
久

一
雄（
新
任
）

１６
教
区

西
光
寺

嵯
峨

宗
一（
再
任
）

１７
教
区

満
友
寺

鎌
田

俊
龍（
再
任
）

１８
教
区

養
牛
寺

藤
原

徳
義（
再
任
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

行
事
報
告

◎
梅
花
流
講
習
会

４
月
３
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所
開
所
式４

月
９
日

◎
寺
族
会
総
会

４
月
１３
日

◎
教
区
長
選
挙
日

◎
東
北
管
区
布
教
師
協
議
会
（
仙
台
）

４
月
２１
日

◎
梅
花
流
講
習
会

５
月
１
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

５
月
８
日

◎
布
教
委
員
会
・
協
議
会

５
月
１２
日

◎
臨
時
所
会

５
月
１２
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

５
月
１４
日

◎
布
教
師
養
成
講
座

５
月
１９
日

◎
東
北
管
区
宗
務
所
連
絡
協
議
会（
福
島
）

５
月
２１
日
〜
２２
日

◎
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会５

月
２７
日
〜
３０
日

◎
宗
務
所
婦
人
会
総
会

６
月
３
日

◎
東
北
管
区
人
権
三
者
協
議
会
（
山
形
）

◎
梅
花
流
講
習
会

６
月
５
日

◎
特
派
布
教
巡
回

６
月
５
日
〜
１０
日

◎
梅
花
流
宗
務
所
講
師
等
研
修
会６

月
９
日

◎
所
会
監
査
会

６
月
１９
日

◎
梅
花
特
派
巡
回

６
月
１５
日
〜
２０
日

◎
宗
務
所
護
持
会
総
会
・
研
修
会

（
地
蔵
尊
開
眼
）

６
月
２５
日
〜
２６
日

◎
布
教
部
写
経
会

第
１
回
仏
教
講
座

７
月
１
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

７
月
２
日

◎
梅
花
流
講
習
会

７
月
３
日

◎
梅
花
流
指
導
者
養
成
所

７
月
６
日

◎
東
北
管
区
婦
人
会
研
修
会
（
あ
つ
み
温

泉
）

７
月
７
日
〜
８
日

◎
現
職
講
習
会

７
月
１３
日
〜
１４
日

秋
田
市

歓
喜
寺
様

◎
通
常
所
会
（
決
算
）

７
月
２４
日

◎
梅
花
流
全
県
大
会

７
月
２６
日

○
叙
勲
祝
賀
会

第
１８
教
区
温
泉
寺
住
職
・
佐
藤
俊
英
老

師
が
長
年
の
更
生
保
護
功
績
に
お
い
て
叙

勲
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

６
月
２９
日
総
会
後
、
秋
田
県
曹
洞
宗
保

護
司
会
主
催
に
よ
る
祝
賀
会
を
開
催
し
ご

老
師
の
ご
祝
事
の
祝
賀
と
ご
労
苦
を
ご
慰

労
い
た
し
ま
し
た
。

○
詩
集
『
杉
露
庭
の
ほ
と
り
』
が
刊
行

第
１０
教
区
大
平
寺
東
堂
・
亀
谷
健
樹
老

師
が
五
冊
目
の
詩
集
『
詩
集
杉
露
庭
の
ほ

と
り
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
は
、
詩
集
の
あ
と
が
き
の
お
こ
と

ば
で
あ
り
ま
す
。

「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
第
５
詩
集
を

刊
行
す
る
。
作
品
は
、
詩
誌
�
密
造
者
�

に
発
表
し
た
も
の
が
多
い
。
私
の
場
合
、

初
心
と
中
年
の
時
を
の
ぞ
き
所
属
詩
誌
は

�
密
造
者
�し
か
な
い
。よ
く
も
悪
く
も
、

こ
こ
で
鍛
え
ら
れ
た
。

日
本
列
島
、
は
じ
っ
こ
の
ア
ン
・
コ
タ

ン
に
生
ま
れ
、
こ
こ
で
誌
に
出
あ
い
、
こ

こ
を
終
焉
の
地
と
し
て
書
い
た
。
こ
れ
以

上
の
し
あ
わ
せ
は
無
い
。」

ご
老
師
の
思
い
の
溢
れ
る
御
言
葉
で
あ

ふ
れ
た
詩
集
で
あ
り
ま
す
。

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

トトトトトトトトトトトトトトト

ピピピピピピピピピピピピピピピ

ッッッッッッッッッッッッッッッ

ククククククククククククククク

ススススススススススススススス

▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲
▲

宗宗

務務

所所

だだ

よよ

りり
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編
集
後
記

布教師特設検定会のご案内

・期 日 平成２７年１０月２８日�
・会 場 シティープラザ北上

（岩手県北上市川岸１丁目１４－１）

・受 験 等 級 令命１等、令命２等

・申 請 書 類 布教師検定申請書

・締 め 切 り 平成２７年９月２８日�
（宗務所経由にて布教課必着）

・検定手数料 ５，０００円

・検 定 科 目 布教実演及び筆記試験

・試 験 範 囲 平成２７年度布教教化に関する告諭・布教教化方針、『曹

洞宗制』より曹洞宗宗憲及び曹洞宗儀礼規程、曹洞宗宗

務庁版『仏教概論』

・受 付 正午より

・服 装 改良衣に絡子着用

・問い合わせ 曹洞宗宗務庁 教化部布教課（３０－３４５４－５５６０）

もしくは宗務所教化主事まで

今
年
の
秋
田
は
雨
の
ほ
と
ん
ど
降
ら
な
い
梅
雨
と
な
り
、
七

月
、
八
月
と
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た
。
各
地
の
夏
祭
り
で
は

天
候
の
心
配
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

私
も
妻
と
念
願
で
あ
っ
た
土
崎
港
曳
山
祭
り
と
八
戸
市
の
三

社
大
祭
と
い
う
東
北
で
も
屈
指
の
山
車
ま
つ
り
を
観
覧
に
行
っ

た
。
こ
れ
ら
の
祭
り
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
歴
史
あ
る
祭
り
で
あ
る
。

土
崎
の
み
な
と
祭
り
は
歴
史
の
出
来
事
を
彩
る
武
者
人
形
の

い
き
い
き
し
た
姿
が
見
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
八
戸
の
祭
り
は

カ
ラ
ク
リ
の
山
車
で
あ
り
、
そ
の
圧
倒
的
存
在
感
と
人
々
を
魅

了
す
る
荘
厳
さ
に
目
を
見
張
っ
た
。

そ
し
て
、
両
方
の
山
車
を
引
く
小
学
生
高
学
年
か
ら
中
学
生

と
お
ぼ
し
き
子
ど
も
た
ち
の
力
強
い
掛
け
声
に
微
笑
ま
し
さ
を

感
じ
た
。

祭
り
の
元
気
な
子
供
た
ち
の
声
を
聴
い
て
間
も
無
く
の
頃
、

中
学
１
年
生
の
男
女
同
級
生
の
殺
害
事
件
が
報
じ
ら
れ
た
、
事

件
は
４５
歳
の
男
の
犯
行
で
あ
る
よ
う
だ
。
あ
ま
り
に
痛
ま
し
い

事
件
に
胸
が
痛
い
。
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。こ

れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
こ
と
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環

境
を
整
え
る
の
が
大
人
の
努
め
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
上
で
札
幌
農
学
校
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・

ク
ラ
ー
ク
の
こ
の
言
葉
を
送
り
た
い
。「
少
年
よ
大
志
を
抱
け
！

し
か
し
、
金
銭
や
利
己
心
、
名
声
と
い
う
、
つ
か
の
間
の
も
の

を
求
め
る
大
志
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
人
と
し
て
あ
る
べ
き

す
べ
て
の
も
の
を
求
め
る
大
志
を
抱
き
た
ま
え
」
と
。

わ
れ
わ
れ
大
人
も
「
人
と
し
て
あ
る
べ
き
す
べ
て
の
も
の
」

を
求
め
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
と
改
め
て
感
じ
た
夏
で
あ
っ

た
。

（
昭
道
記
）
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平成２７年度 曹洞宗秋田県宗務所現職研修会
於：歓喜寺 平成２７年７月１３日～１４日

金子宗元老師

中西道信老師

平成２７年９月１日（３０）曹洞宗秋田県宗務所所報第１１２号



平成２７年度 梅花流全国奉詠大会
於：パシフィコ横浜 平成２７年５月２８日
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年 間 行 事 予 定
平成２７年（２０１５）

平成２８年（２０１６）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

３１
土

３０
月

３１
木

３０
金

禅
セ
ン
タ
ー
創
立
集
会

２９
日

３０
水

２９
木

２８
土

２９
火

２８
水

管
区
布
教
講
習
会

２７
金

２８
月

２７
火

２６
木

２７
日

２６
月

２５
水

２６
土

宗
務
所
休
務

２５
日

２４
火

２５
金

２４
土

第
三
教
区
龍
源
寺
晋
結

２３
月

勤
労
感
謝
の
日

２４
木

２３
金

２２
日

２３
水

天
皇
誕
生
日

２２
木

２１
土

２２
火

２１
水

２０
金

２１
月

２０
火

１９
木

２０
日

１９
月

１８
水

１９
土

１８
日

第
五
教
区
香
積
寺
晋
結

１７
火

管
区
人
権
啓
発
研
修
会

１８
金

１７
土

１６
月

１７
木

１６
金

１５
日

１６
水

１５
木

１４
土

１５
火

１４
水

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

１３
金

梅
花
検
定（
中
央
・
県
南
）

１４
月

１３
火

１２
木

１３
日

１２
月

体
育
の
日

１１
水

研
修
部

１２
土

１１
日

寺
族
中
央
集
会（
總
持
寺
）

１１
金

１０
土

本
山
研
修

１０
火

１０
木

９
金

９
月

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

９
水

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

８
木

８
日

８
火

７
水

本
山
研
修

７
土

７
月

６
火

６
金

梅
花
流
講
習
会

６
日

５
月

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

５
木

仏
教
講
座
・
野
外
研
修

５
土

４
日

第
一
教
区
天
徳
寺
再
会

４
水

４
金

写
経
会
・
仏
教
講
座
③

３
土

３
火

文
化
の
日

３
木

梅
花
流
講
習
会

２
金

梅
花
流
講
習
会

２
月

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

２
水

１
木

宗
務
所
寺
族
集
会

１
日

禅
セ
ン
タ
ー
記
念
日

１
火

月／日

１０

OCT

月／日

１１

NOV

月／日

１２

DEC

変
更
予
定

＊
通
常
所
会
（
予
算
）

３１
日

３１
木

３０
土

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

一
泊
研
修

２９
月

３０
水

２９
金

２８
日

２９
火

２８
木

２７
土

２８
月

２７
水

２６
金

研
修
部

２７
日

２６
火

宗
務
所
梅
花
講
役
員
会

２５
木

２６
土

２５
月

２４
水

２５
金

２４
日

２３
火

宗
務
所
梅
花
講
講
長
会

２４
木

２３
土

２２
月

２３
水

２２
金

２１
日

２２
火

２１
木

２０
土

２１
月

振
替
休
日

２０
水

１９
金

２０
日

春
分
の
日

１９
火

１８
木

１９
土

１８
月

１７
水

１８
金

１７
日

１６
火

１７
木

１６
土

１５
月

１６
水

１５
金

１４
日

１５
火

１４
木

１３
土

１４
月

１３
水

１２
金

１３
日

１２
火

１１
木

建
国
記
念
の
日

１２
土

１１
月

成
人
の
日

１０
水

１１
金

１０
日

９
火

教
化
活
動
企
画
委
員
会

１０
木

９
土

布
教
師
養
成
講
座

９
水

８
金

８
月

８
火

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

７
木

宗
務
所
休
務

７
日

７
月

６
水

６
土

６
日

５
火

５
金

諮
問
委
員
会

５
土

４
月

４
木

梅
花
流
講
習
会

４
金

梅
花
流
講
習
会

３
日

３
水

３
木

教
化
活
動
推
進
委
員
会

２
土

２
火

２
水

１
金

元
旦

１
月

１
火

梅
花
流
指
導
者
養
成
所

月／日

１

JAN

月／日

２

FAB

月／日

３

MAR
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